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序

筑紫平野の中央部、 矢部川中流域北J作に位置する筑後市は、 古代より水

稲耕作の適地として ,m発が進み、 まに交辿の要術として多くの人々が往米

することにより、 歴史を刻んできました。

この度報告する沖島）し反坪追跡は筑後市の南部にイ立置し、 弥生時代を中

心とした追跡であることが確認されました。 特に弥生時代の溜）卜の確品は

報逍機閲が伝えたように、 弥生時代の低平地でのJ裳業川水の確保を打える

上で、応「（な毀料を提ぷしております。 また、 発掘調ftから報竹 LI
�作成に

平るまで、 福岡八女J�業協 1, ,j組合をはじめとする各閲係機関、 1:·J,;.j見係者、

イi職者各位には多大な御協力と御援助を頂きました。 ここに心から感謝を

表する次第であります。 本淋が文化財保護への耶解を深める一助となり、

併せて研究脊料として御活）IJいただければヽ店いです。

平成 14年 3 月

筑後市教fl委具会

教Tf1く 牟川「l 和艮
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第1添 調査経過と組織

l 調住に窄る経過
沖島）し）又坪辿跡は福岡県筑後巾大字沖1:,i; に所イLする 追跡名称は対象地区の人'I'を占める.r:)し）心I'-(/)

地名を取リ、tit/��)し）ぃ坪逍蹄としI・。 ここは近年「県悩すI lいT'-ffl必J�岱整1�il']\菜西部第2地区」として
ltlil場整1�ilが進められており 、 j出判所介地はイI: :-i:i J IJ地 として叶llhiかされていた ..:の11:·�川地は.m船小）竹
駅の和打1Jlllに位ii'1'. L 、 山i i11m渇ti似JIIIJ k.'1:,1>: 郷によたかるIム大なも(/)で、 筑後巾側の対 f泉1fiifれは約'.18, 5��2 
m• である。

9ド成10年2月1::\11 、 衛岡県筑後川水系）：i1息 IJIJ 発巾務所（以ド「'11」とする）より筑後市教11姿 rt 会社
会教-(j謀社仝教'(J係（以卜r乙」とする）に対し 、 ,r亥 ‘り地に対ナるJりしJi遥文化財に1対する111,1,りかなされに

., 勺必10年3 J J - 4 JJ、「乙Jはrjl ,11'/地に対し、jjJ\�h!』1f. を行な）に．
,,z, 成1()年6 JJ 、 「乙lはりI "1紬さぶ1//ll,J,'J fl: を行ない、•j{J; ,,._ 1-� 怜等が採瓜された。
潤'<;JOり·ll J J 20 11 、 r叩」より I 乙」に対し 、 舷 ‘り地に対する肌蔵文化財に1関する1I 11i11/がなされに。

ふ批判ff.(/)糾呆 、 「乙Iは対集j也令城において逍t,Iりの(r: (1: を確必し 、 この 11'を返答した 逍柚は北側で
地人より80-!)0rrn、 南側で160ー170cmの深さであ）た ，）

·ll成12年5 J J 24 II 、 杓II沿］八女）；し哀Jtl11J糾l介（以I'I内 l とする）より r 乙」 (,,,. 成11年度よりn会教

Fig.1 津島九反坪遺跡位置図(S =1/25 、 000)
<1r1� ・/trりは1�iもIi t化IH 1�Hfttl1『し1Hl�:11比を;J,jlll(I)

ーI-
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第 2 猷 位樅 と 環境

1 地理的環境
筑 後 , Ii は 福 岡 県 の 南西部、 筑後、,,.野の中 央部に イヽ‘瓜り す る 、 rl] 城 を JRJJ剃ia.� 本線 と llil i丘公()9 りが縦断 し 、

1月 追442 ',J·が 横 断 す る （， ま た 、 ,b (l> .lt tmに は 介 I I 川 、 中 央 祁に は 化 広 川 や 山 ノ ）1: 川 、 1ti部に は一級河 川
の 矢 部 川 があ り 、 そ れ ぞ札両流 し て い る 。 北部地城は 1「納 1 1 1 地 か ら 派 'I: し な 八 仄 lipなが内へ と 延 ぴ 、 湘
釦11 の湘池が 、•.'.( 在 し て い る . )j 、 低イ,i 扇；It地であ る 求 部や低地であ る 怜j I'咋11 に は 各河 川 よ り ii砂 し た
J{i業） I J水路が発注 し て し ｀ る 。 '1', d1 は 県 内 イ［数のJ{i 芯池·ll\= であ り 、 北部 を 中 心 と す る I r 阪地偕では呆樹 IらI
や 茶XIII 、 東 部や 南 1柑 部 では 米 及 中 心 の II! 1,:i1 1駆l'rが）ム が る 巾街地は di (/) 中 火部 、 国 正 に 沿 ， て If紐I成 さ れ
て い る

1 It i:.� )し）又J平逍跡は 筑 後 di の 南 部、 人午¥ I! 1:.� に Iリr介す る 地外的に 't 矢部） I I 北Iドの 後 ,'rr!ii地付近に I'/.地
し 、 束1111] か ら 南llllJ に か け て 矢 部川 支 流の 松水 川 が内 流す る ，

2 J恢 史的環悦
筑 後 市 人:';.:i I t島 では以りり は J1 l l成文化財 は 1,(r認さ れ て い な か っ た が 、 近年の県'i判I I い fs "(f J戊),�盤整1�l1 · J1

梁筑後内部第 2 地 区の尖施に 伴 い 逍跡か発 兄 さ れ 、 発掘調rf.が行 な わ れ て し I る ， 北か ら i Il l如打 佛生逍跡 、

ii\ 島 汁i 11': JJ;( jfl 跡、 i i! 島北 {i伏汎跡 、 i It I』 1ill ヶ 町逍跡かあ り 、 こ Jl Iら は l: に 弥 'k時代後 期か ら ,'叫1時代�))
叫 に か ' � て の辿跡であ る 。 隣接す る I l l I 11 J郡瀬高町火r:本郷で b 、 弥生IIか代後期 か ら 1けn時代 叫UJ の逍跡
が確 認 さ れ て し 、 ふ

f It令休制 の ドでは 卜 杖郡 に 属 し 、 中 111:に は 水 1 1 1 �l: と な る 。 追跡の 1+1 flllJ に は i ll 1::i 1JLj 恥洛 か あ る 、. I n 名 を
今 、『村 と い い 、 こ こ に あ る 光 明 かの境内 に は 、 鎌介時代に 作 ら れ た イ ili'.t. )い「（堺 （ 県指巫文化 ll1 ) があ る 。

近 11 1・に は 迅蹄の 1ti 1llil を 1,�J<f,1JI近 （坊i11-街逍） 力りL る ）も島町 か ら 久郎）J;I, 村 Olt島 束） を 通 り 、 今 、『村
へ と 向 か っ て お リ 、 柳 川 端 と の 様 料 に イ,,: ,i'i'す る 今か に は 爵 所が附 か れ て い た 。

,� り 文似I
1111 1 • /,)(1.1 
J11 + �M 
lli tl• /Jl1fl 
況1lrli 史祖 さ ん)/,!(!分 ・ 祖
、'f.{ 1 J'. ↓ .: 
＊ 比 '�伯

r木亀ti地11..;嵐lり」
Pli I i11fl1if1を ゆ 〈 J (汎l!l ili.U)
r 1111紅J也f,(j且��·11r. 1 1 J 
r筑i知h史」
r汎慢西部Pl\ 2 地(x.irtrか/11 ( I ) J  
r況浅,,り/'illr'f\ '.! J也I.<irlVNll• ( l l ) 」

ー 5一

,tt11:1, 町怜tr' 岱u公 1!1!17 
筑I� 佃,, 火公I�飢 Iり91
濱1\'/1111 1牧(t'till ヽt l!l!ll\ 
汎I釘" り！出さん ’がII公 Iり9�
筑I釘h投rn� u 公 lfl!l!l 
仄後 •Ii殷(rf!U令 20110 
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( I ) 束111!) I� 賢 A 区
A lメ．

．は 本』肘籾l 依地の 東端に 1t-.J 、化に 設定 さ れ る 。 調粕lりは l m以 Iー'.(/) 盛 リ ヒが さ れ て お り 、 追Hl1 1fli は約
l m50cmか ら Z n汁','. ドげた 1リrで検 出 さ れ た 逍構而の椋翡は約 7 mt','. で 、 北に 向 か っ て 下が J て お リ 、 北

端 で 洛 も 込 み が始 ま る 地 山 は 淡茶褐 色J.であ る ，

検 出遺構
溝
SD020 (Fig . 8 、 PL. 1 )
北flllJ で検出 さ れ /.: 717J で、 11ii11 か は は凍

西 t,, 汎1) 1,J ,, 検 I I I 末 西 1-< 約6. 2111 、 幅 約
0 . <15m、 深 さ 約0. 1 4n, を illiJ る 。 断 佃 は
緩や か な逆 台 形 状 を 'rt し て お リ 、 逍物
は 弧L時 代 と ,IJ え ら iL る ·01

11刈り 1-: 船） ヤ を
11  I l: し て い る ，

出 土遺物
SD020 (Fig .  9 )  
甍型土器 ( 1 ) 頸部か ら ）Jiu]部に かけ

て の戚 片 で、 �iい部外 lfli に 斜 ）i向 の ハ ケ

1 1 、 1人1 1/Ji は 横 ）j 向 の ハ ケ 1 1 、 )Jiu!部 外 而
は 縦 ）j ii'1j (/) ハ ケ 1 1 、 内 而 は 斜 ）j Ji1Jのハ
ケ 1 1 か 人 る 。 胎 I疇．に は小砂拉 i 含み焼
成はややイ＜」も で、 内 外J(1i と b に 淡蚊 l'I
色 を 見す る 。

SD020 
7.0111 

” 
Fig . 8  50020断面図 ( 1 /40 )

Fig . 9 S0002 出 土遺物 ( 1 /3 ) ゜

゜
゜

(P 

゜
゜

゜
゜

<ti 

゜

゜

。

゜

,· 、i m

II 

Fig . 7 東側調査 A 区遺構実側図 ( 1 / 1 2 0 )

ー 9 -



。 。

Fig . 1 0  東側調査 B 区遺構実測図 ( 1 / 1 20)
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SDOO l 1fi 11111 で検 I l l し /· · !'.版 で関）山 ）j JI� タ 消 す る 長軸約 1 . 8m、 i和jqlJ約o . !im . 深 さ 約0 . 07m を 測 る
.t'I� L は lli1茶· 色粘't't l: (/) 111. ・ ）,;1 でh る jfi物は l沿小）i を 1 1 I I: し て し ヽ る か、 細 I ', (I) た め似lぶ し て い な し 、

SKOOS 
7 tm 

,l 

ー..

（｝ ／ I l:i ぷ伍1/i質 I

Fig . 1 2  SK005土層観察図 ( 1 /40 )

i
 

゜
も

5
 

OO

b
\、

`
)
 

5 n1 

。
Fig . 1 3  東側調査 C 区遺構実側図 ( 1 / 1 20)
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(4) 束HIil 瀾1i: I J  Ix� 
D 区 は 束1UU ,J,\J 1f. l><: 中 央に ）良l}lJ し 、 現況は l l I 地 であ ） t..: . 遺構[(1ぼ で約o . :�mか ら O . !im程 であ ｝ た 。 追桃

1f1i (/)は恥りは約6 . 8mか ら 7 mf間で あ る り ,Ql,]11:似 か ら は C 区 で検 I l l さ れ た 溝の延虻部分 と ピ ッ ト を 検ti I し た
か逍物の 1 1 1 上は粁無 であ っ た 。 地 1 1 1 は 淡茶出 色 I·. で粘 げ( I. ては な い。

-― 

ー

l
\
\

lー
I

/’
 

一ヽヽ
｀

 
‘

 

ー．
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 1
1
\

 

I
'

 8
 0 

◎
 

゜
0 5 m 

Fig . 1 4  東側 調 査 D 区遺構実側図 ( 1 / 1 20)

ロ 。、 SP004

SX035 

（） S m  

Fig . 1 5  東側調査 E 区遺構実側図 ( 1 / 1 20)
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(fi) �Lfl!IJ il/.',J ff. E Iメ：
E 区 は 如UIJ ;�l,j ff. 区 中 央l柑 嬬 に J災Ill] し 、 現況は I l l 地 であ っ た 。 逍構1ffi は 約 l . Om肛I足下げた 部分で検 出 し

な。 椋 泊j は 約6 . 3m程であ る 。 追 構は ピ ソ ト 、 溝状逍構、 4澗J I: 堀 を 検出 し て い る り

検出遺構
ビ ッ ト
SP004 (Fig . 1 5 ) 
a.lTJに 近 い ピ ッ ト て幅約0 . 75m 、 深 さ 約0 . 08m を 測 る 。 辿物は 折 � j ' J卜 を I I I :I: し て い る 。

土凛
SK003 (Fig . 1 5 • 1 6 )  
4淀 IIクの l·. J;廣 で、 北側 に テ ラ ス を 設け 、 ;JIJ1tlメ

．
．外へ11:か る 。 テ ラ ス の 深 さ 約0 . 1 111、 堀底の深 さ 約0 . 39

m を illlJ ふ 辿物は 弥； ,,,_ ,� 僻 と 名7 え ら iL る 小 Jヤ を 1 .... 、i、 I I L I ·. し て し ヽ る が 1·�1 11

・

； し て し 、 な い。

溝状遺構
SX035 (Fig . 1 6 )  

調 杞刃 西 端 で検 出 さ れ た 逍柚 で あ る 。 北 西 か ら 南 求 に か け て の辿 構 ラ イ ン を 検出 し て お り 、 ；O,'J ff. Iメ
．
．外

ヘ Jムが る と 名ri.. ら れ 、 溝に な る 可能性があ る 。 検 / 1 1 U約12 . 7m、 11丸 火深 さ 約0. 1 9111 を iJl!J り 、 部に テ ラ

ス を 設け る 。 此物は弥l j._時代 と り え ら れ る 3慇哨 I: 器 片 、 l砂和';'1 L: 器 ） に I: 帥 器,!LJ', 、 サ ヌ カ イ I· 製 ィ i鏃

を / II 1--. し て い る 。
SK003 

C,,tim 
b

 

SX035 
6. Im ti .om 

d
 

rニ

p
 

（） 2 111 
I . i況/,\\ 茶色f,',凶 I

I •  淡),N, 褐色枯収 I・・
i . i糾\\ tu色ti,tt ,� 

Fig . 1 6  SK003、 SX03 5土層観察図 ( 1 /40)

出 土遺物
SP004 (Fig . 1 7 )  
石製品
石 包 丁 (2) 破 ）ヤ 在料 であ る 。 }) 部が杓 1:クM什 し て お り 、 石 材 は ti.料製であ る

SX035 (Fig . 1 8 、 PL . 1 5 )  
甕型土器 ( 3 ) )it部小片であ る。 平）氏で内外 ,m Jし に 淡

灰 餃色 を 岨 し 、 L mmか ら 2 mm,f'rU虻の小砂粒 を 含み、 ，側椛
は序i托が行 し く ,1� 11Jl であ る 。 焼成不艮。

高杯型土器 (4) I I 絃小 ） 「 で あ る 。 1 1 絃端祁 を つ ま み
II\ し 成形す る 。 1人1 1m は 淡橙 褐 色、 外 1fli は淡I仮 黒 色 を 呈
し 、 ::l mm程の小砂粒を 含 み、 濶格はJ科耗が ｝乳 し く 心リJ で
あ る 。 焼成不良．

(I tocm 

Fig . 1 7  SP004出 土遺物 ( 1 /2 )  
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． ーエ' ! 

畜｛し 冨
こ D D ＾ ;-A 

:i 
(i 

I 
彦ぅ ,� I゚ � T 『

lllc1n 10�111 
＜二＞

土師器
Fig . 1 8  SX035 出土遺物 土器 ( 1 /3 ) 石器 ( 1 /2 )

高:t:li ( 5 ) 小虎の 頻部か ら m,,J 1邪に か け て の 小 ） 「 であ る ，， 外面 を 斜）j 向 の I ヽ ケ 1 1 、 内 Lfti を 横 ）加］の ケ ズ
リ で調整す る 。 1 nun 以 ドの小Ir少粒 を 含み焼成はややJHJであ る ，．

石製品
イ［嶽 (6 · 7) 共 に サ ヌ カ イ ト 製 の イ i鍬で6は元形で ).) 部 の /JII l :  が1かjり であ る . 7は 先端が欠mす る

(6) 束�IIJ ,J,',J 1i. F Ii. 
F 区 は 束 IJ!IJ 』肘紐i 1J1.jy/At に ）��耕J し 、 ,H端 は 瀬翡町 と の di境 であ る 。 現況は 1 1 1 地でi且構 l(ii ま で約0 . 6m和 下

げ た JiJj-で船II し 、 椋翡は約6 .8m,fば であ る n 迅構は ヒ ッ ト 、 構 を 検出 し て い る 。

a〗 ゜

� 
◎ Oo ゜

◎ ° 
゜

◎ (J 
Ii 

0 ゜
C (0 � o @) 8 ゜

0 

� 0 ゜SP002 

/
c ゜

ーーーr‘“
 

(I 

Fig . 1 9  東側調査 F 区遺構実側図 ( 1 / 1 20)

- 1 5 -



検出遺構
ピ ッ ト
SP002 (Fig . 1 9 )  

真 I り に 近 い 小 ピ ッ ト であ る が、 木の根の麻跡の 11J能性 も 打 え ら れ る 。 幅約0 . 2m、 深 さ 約0 . 08m を illll る 。

jfl物は 上 師 器 片 を 1 1 \ J.:. し て し ヽ る が 、 小）「の た め脳l示 し て い な い，＇
SD025 (Fig. 1 9 • 20) 

調ff,�叉 を ほ ぽ 東 西 に 走 る h'り でSD030 と りJ り 合 う が、 前後I関係 は 小明 であ る 。 梃ll lf約1 1 . 8m、 幅約0 . 9

m、 深 さ 約O . lm を 測 る 刑C-L: は 淡 、［し＼ 灰 色 1-. であ る 。 辿物は 1淵Ii 器 ）ヤ を 出 上 し て い る が、 小）ヤ の た め l'.:<I ノJ�

し て い な し 'n
溝 SD025 SD030 

---
言 I . 暗 •.1,\ )火色*i', 't( I:

0 . 8m 

-讐玩霧霧／鼻7ニti,閃. ,.

1 111 

SD03 0  (Fig . 1 9 • 20 )  
SD025の北 西 か ら 南 末 に 樅 りJ

る 溝 でやや蛇行す る 。 検 出 比約
1 3 .  1 5111 、 幅 約0 . 35111 、 深 さ 約

0 .  l in を illlJ る 。 Jlll. r. は 賠 黒灰 色粘
質 I: で 、 沿物は 1·.師 器 片 を I I \  I:、
小 !'1· (I) に め 似I ぷ し て い な し 、 0

!i .81 11 

＂ 

Fig . 20 SD025、 030土層観察図 ( 1 /40)

(7) 米1HIJ 1,.i,J ff. G lメ：

雌繹ぽ 区 の 北 に J JgFJ し 、 現況は Il l地であ っ た 。 叫騨iは o . :�mか ら 0 . 5111下げた と こ み で検 1 1 1 し 、 柑船j

� 
SK023 

，
〗

哀� 1 7

s 

O 5 • �,ヽ

Fig . 2 1  東側鯛査 G 区遺構実側図 ( 1 / 1 2 0 )
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は 約 6 . 3m利であ る ，， 辿枯は 構 、 I峨、 風倒 木痕 を 検出 し て い る n

検 出 遺構
溝
S0006 ( Fig . 2 1 • 22)  
調ft区の北 束か ら 南西に よ る uり でSD007 を 切 る ， 北fllll It ,-J.\lff. 区外へ広 が る と 芍 え ら れ る 検 i' l l l,c約 1 7

m 、 幅約0 . 6m 、 深 さ 約O . lm を 測 ふ 迅物は 1-:器 ）', を / l I I: し て い る が、 小）i の た め 似lぶ し て い な い。
S0007 ( Fig .  2 1 • 22 )  
S0006に りJ ら れ る 滞 で検I I I 1..i: 約 1 7 . 9m 、 11,l:大幅約 l . 25m 、 深 さ 約() . J 5m を 測 る n

土濱
SK0 1 7  (Fig . 2 1 • 22、 PL . 3 )
, J!,J1f. I心り で検Ill し た I:堀 で 1ti 末側 に テ ラ ス を 成I ) る 検11 1 1x:軸約1 . 65m 、 知 仙約 1 . 02m、 深 さ 約 0.62

m を 測 る 。 i立物 は 秤無であ ） t.:.。
SK023 ( Fig .  2 1 • 22 )  
SK017の北fl(IJ で検I l l し た l:Jh?I で 1ti 11り 1UIJ が •段 低 〈 な る 。 検 出 k 軸約 2 m 、 幅 約 1 . 68m、 -Ju 大 深 さ 約

0 . 57mを illil る ， 迅物は 弥生時代 と り え ら れ る 閃\'J I: 盛 ） ＇1 を 出 」： し て い る 。
SK040 ( Fig . 2 1 • 23)  
SK023(J) 1ti側 で検 II I し I..: l:JA� で、 検Il l 1� 軸約1 . 6m、 tv. ,1叫約0. %m 、 深 さ 約0 . 65m を 測 る 。 追物は 仲無

であ っ た。

SD006 
fi Im 

SD007 
6. 41ll 

。 I • l.lil\\褐色粘訂 I:
2 . lk灰褐色粘れ. I: 冒戸董喜 I . ik:!.\ IU色II, I .  

i . ,ki-x 褐 色枯 .I:

li . 、Im
I d-

言警望彦 ； 悶認悶 ：： SK023 

SKO l 7  

2 ,n 

G.1m (i. 1111 

(I火 ＆ 色プロ ッ ク 含{/)

Fig. 22 50006、 007、 SK0 1 7 、 023遺構実測図 ( 1 /40)

- 1 7 -



ー

8
-

|

ふゞ
？L
⇒ぃ――--
心·--（北
き「
配

悶

菜
こ
や
芦

尋墨

言

喜
竺―――
ぷ
E

9
1'

Q .
)..
 ,f
t

:flf

ふ
苔

蕊

象互
阿
m

と薩．

S-
忠1（
芝

，（―I--＝
ぎ

u
z·

o .

J..
,f、

芸
‘

t
u

s
v

'
(）
や
Yr-｛
竺圭―
S
芝
ふ

芯
喜―

r

臼
r芯」｛
I（
き
f
h-――
〉
.

t

翌

,
1

f

9

gr

？ぎ
芸l
／、

定x-

き
匹
Bき
さ

呈＾羞
宝
。

さ
べ`
2

1竺悶
苔

翠，J
⇒

弓忍
芸

ぎき委
茎

(
b

.
T
d

、Lt
.

u .
5

邑

,
 lll
H:'
()
や

又ぶ1f+!
 和
咲

gJ-
h-

S
t'
O
X
S
 

7
2
H-
E-l-
5
T

苓茎t(

゜•J
r

9ゞ2．学
苓
さ
零
翌

ふ
4

函ふ
ぺ
ぃ
←’●――-＝
至
ゃ
箋―

93-＿
函
と――
呉
C8(
）

O
d
S
 

(
E .
J

巴
U
.

5～
竺
L

）

-
gs

ふ
て-
2
、三―-i
如；＝（
翠一
委
3
i8

心、
1一

c1

心｀
心

,
 L
ll
6.
 

()

(j¥l一h--l-
5

“

LU
()'

[
fi,¥―-
h一―

言
を
箋―

・ミ

桑贔
さ―
岩
菩

(
gz
.

g
z·
S!
.::1)
 
H
塁
S

ふ，こ
どm-―
如
琶―

ご念
1
F

c拿
心
｀ゃ
芦
吝―
翠｛
T-

喜( (》
ぎ
q

そ
t==｝1
3
;
,r/

1,IYr
 ,（ニ―――/

�L
U

U'

O

、l
U
[

'

lfy¥ 蚕
さ―
返
ふ
ふり1
Y-＂
突ぷ
翠
ごll
苔
三
塁`
ヤ
翠n
●[1――

函芯
翌
蕊 ．
X―
ギ
室

、
s
z
•

5
~ .
gr

L
)

養
懇
茶
賽
匝

。
心
奉
如

w
r.
�·

o

姦

幻

咲

9[
U

ぽ
S'

tfy

¥\'.l�I

9
E

L .
l
涵＿―h
一丑ー――
毎

゜
竺―――一
如
E 1

s·

o
r1� 和
疑

涵
ゃ
朕

,
 
tu

fi·

o
r,
 き

写

至

(
C

.
1
d
 

l
l
o
ヱs

函

ゃ

迷

C9

k

m

。，夕
S‘，タ
ヤ
合「ヽ―込
C
父

U.--
N'-‘
4ふ9
C
ゴ――
函·一(
}
翌＿―t
k-

r

苓苔

9
E

OO .（)
涵＝
言V

、L
ll

6·

o
riJtli―-m-＝
毎
。

心·ぐ
〉
疑忍
J

'

,
4

函
：｝
Y
ぃ
応ヤ'-
。ヽ
ツ

名界―
h
-

l
}


(
s
z
 
-

�!
.:I
)
 

ぷ
竺―――
ぷご

ll
6
?,·

0
 Ci

¥
 �
:;t,
FY‘
苓

襄

廿

,
 L
ll

l
!
 
.

0
 

l
l
O
d
S
 

4

•ヽ
3

賽
懲
丑
悠

ぷ→r
9
べ
4}

塩―̀
gll.I=-
S
⇒
竺
云

ミ委
コ

，臼て
約
だ（予ー
[
h_＿

芦孟で
ど
言i-＂
rぶ

互

さぶE
S
と
き―

t

，
已｀

合立
6

10
·

9
1
0

·

Z
l
O
x
忍
芸
芸

，●{
f

-
ぷ
べ
ゃ

言
巨
委
1

,

‘ご
J

,

）翠一

竺言＿
至
ふ
さ
き
ご
と
旦＝＝
至

c

”§
だ）
と
言
9

函
翌

言ミ
t＞、
●x-

翌悶

芦{-

言

旦
翌
5―
9

凶
H
嶺

匡

奉

嵌

(
8

)

(
O

W
l

)

図

奉

慎

蓑

雙
O
t
0
>1
S

c~
g-
L
 

EuJO
 

＝ 

:::, 

(
c
l
l

)

秦
懲
廿
丑
C
~
O
>i
S
 
v~
g
正

— �= - ' .,_ ' ' - � ,-= ' '-:;:: — 
,c 

乙
ご

息
・

! 

===""'三
be ':"' -' -

o
c2
,t.

t5

言―一

言
q

芯l＿
苓―

'

は
翌
窓

/
t
翌
f

E-＝～

ぎ
k〉
⇒
き
ミ
き
1
l-｝―-
f-―4<
g}＿

ミ
忘

塁 °
心<q
2
⇒

墜桑一
迄、
合
ミ
1
去

H
'J

t
〉
.I,

｝

（
一

き（ヽ
”等
想（ヽ
―ゞl
I}

j
7 ,
pl―
奎`
2,

醤｝
S-
苓一[{
(
8)

悶
二
扇

(
5 ．
式
、

V
t

.
3

正）
C
N
O
活
S

秦
雙
廿
丑

0
文
0
ヱ
S



〇〖0
 

ら SKO i i 

、,··1‘“ 

‘.
 ‘,

 
ー Ill

 I 
／
 

ヽ
，

 

．
 
-
I

 

`

，
ー／．

 

，
 

-

、＇
ー

9

,
 

一-

01

--

-

X
 
s

 

，
 
ノ

戸〗t
 
一ァ｀

 ヽ
ヽ
ヽ
9
ー1’

-

l 1
 

.“
 
ヽ

II
 

，
 

(
 

lf

\
1

 
III

 
\
r

 
＇

 

．＇
 ー
＼

 
、

／
/
 

贔．｀
ヽJ

一-

ヽヽ

一一ヽ
一-＿

 
ヽヽ｀ 

SX0 1 6  

＼ー／1ー
\
I

 

＼
 

｀
 
ヽ，＇｀｀ 

ヽヽヽ一0
 9

 

2
 
1-＿
 x゚

`

 

‘

s



-

.

 

ヽー

｀
 
＼

 
ヽ
t
ヽー
ヽ
ヽ

ー
ヽヽI、J

rn
 
rA”

 

、-�-
＠

 一
Fig . 25 東側調査 H 区遺構実側図 ( 1 / 1 20)

SKO i i SK0 1 8  

ti.im , _  

6 .2111 

I .  淡茶色f,'11'l 1. 2 .  淡、'!.\}火色粘し!l I; ； l .  淡1-x贔K色f/M I; , I . llfr),1,\1*. 色帖質 I

（） 

Fig . 26 SK0 1 1 、 0 1 8遺構実側図 ( 1 /40)
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SK02 1 
6. 2111 . ,- , l 

SX045 
6. Im 

r 

I . llff/AII火(!:.ti.'l'( I;
2 淡）•l<. 1'1 色帖刊 I:

6 . 4111 

出土遺物
SK0 1 1 (Fig . 2 8 、 PL . 5 )

鉢型土器 ( 9 ) 「 l は か ら イ本 部 に か け て 1 /3 程 欠 m す る 破 ）ヤ で、

I J 絃部が内 約 し ． 底部は平底であ る 。 1 1 径21 . 6cm、 器翡] 2 .  7cm 、

底径8 . 6cm 炉 測 る 。 l mmf'i.'. 度の小砂粒 を 多 く 含み外 面 は 淡 紺 白 色、

内 ,mは 淡柑 l' I 色 を 品 し 、 調整は}j・リ耗が抒 し く 不明。 焼成不良

SK0 1 8  ( Fig . 2 9 )  
甕型土器 ( 1 0) 長 ）Jlol の 庶の破）ヤ であ る U 器収か 5 mm利度 と 湖い。

内 外 rf1i を 縦）ii iり の ハ ケ 1 1 で』，'J旅 し 、 外 面 に •音ISよし＼班が残 る 。 1 mm 
か ら 2 mm程度の 小砂粒 を 含 み 、 内 外 lfli と も に 淡 紋褐 色を ',tす る 。

SX045 (Fig . 29 、 PL . 5 )

憂型土器 ( 1 1 ) JJM 1邪 か ら 底 部 の 破 ）｝ で あ る 。 ）Jluj 部 が球形で）Jl11l 
(
-

W
·"紅邸牧 I. 名I 中 位 に 駈f1i 台 形 の 突偕が付 〈 。 底 径5 . 6cm を 測 り 'I'・ 底 を .,,す る 。

/

勿 , 11/f,し\\ Ill 色粘t1 I JJl,1] 部外 面 の 突 偕 よ り I:位が斜 ）紐J (/) ハ ケ 1 1 、 ド 位 が縦 ）i Iiり の 1:
ん 幻 ．淡1�m紐渭 i

具 に よ る 強 い ナ デ、 内 lfli は 炉I }j 1i1J (/) ハ ケ 1 1 で油iJ 幣 す か 外 1{1i に

e 

ーn
k

 

6
 
．

 
•
I

 
·_—

 
h 

Ii.Gm 

I . I丸灰茶色粘1'( I:
i .i糾i1�C!!,tlぷ( I:
3 11111火褐色粘川 I .

II 11
 
．．

 
2

 

Fig . 2 7  SK02 1 、 SX045土層観察図 ( 1 /40)

SKO l 8  

ヽ、

!,1,\JJEt . バりし る 。

Fig . 28  SKOl 1 出 土遺物 ( 1 / 3 )

SX045 
'. \ 

□
 c" 10cm 

Fig . 2 9 SK0 1 8、 SX045出土遺物 (1 /3 )  
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SXO l 2  
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ニーニ：ニニ=-,
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- — ·  ー・ー ・一
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表採 ：

1 SXO l 6  —_, -...:. 

0 10cm 

Fig . 3 0  SX0 1 2、 0 1 6 、 包含層、 喪採 出土遺物 ( 1 /3 )
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SX0 1 2  (Fig . 3 0 )  
型土器 ( 1 2 ) 1Jlul l°1!S ドイ11:か ら 1ふ部に か け て の破）ヤであ る 。 底径9 . 8cm を i!lrJ り 、 • ii.Ji� であ る " :l mmか ら 3

mm代の小砂粒 を 含み、 内 外 ITii と も に 淡 紺 白 色 を ',具 し 、 ，J,',l'.\!iを は邸托が抒 し く 心 リJ。 焼l必イ斗し。
SX0 1 6  (F ig .  3 0 、 PL . 5 )

甕型土器 ( 1 3� 1 6 ) 13は I Hぷ紆IS Jヤ で I I t翌 1 . 7cm を 測 る 。 2 111111 利度の 小砂粒 を 含みl人」 外 1i1i と も に 淡 如'I
色を ·,� し 、 ，淵幣は）利耗が 行 し い た め に イ,Iリl。 焼 I必イ寸凡 1 4 は 底 部が欠-Hlす る u I I 径26 . 4cm を illil り 、 J杓托
の た め調整は 履Jであ る が、 内 1M ド位に 指叫脳が残 り 、 外 llti に は 、!.I.直が残 る 15 · 1 Gは /Jiu! /}IS ド 'I'ー•か ら 底
部 に か け て の破 片 で共に ,,1.・ 底 でJi'軍 は 1 5が9 . 0cm 、 1 6が12 . 0<>m を illrJ る 1 6 は 外 I針 に ナ デ を 施す。

甕型土器 (1 1�20) 1 7 は 1(i 1 1 結の＇，蔽か鉢の 11J能ヤI: も あ ふ 1 1 径25 . 8cni を illil る 。 調整は 1人］ 外 lfll と b に ）朴
托のた め不明 で淡 如' I 色 を 間ず る 。 18は!Jl1tl 部 J ', で蚊 人径部分 に 断 川i -=.Jり 形の 突僻が付 〈 ，， 外1f1i を 縦 ）j tiJ」

のハ ケ II 、 内 tiii は 指叫痕後、 ナ デ を 施す。 1 9 は ）llul ff IS ドイ\/ に 突僻が付 く 戚） ',· で外lfri を ナ デ、 内 I前は斜）j l11J 
の ナ デ を 施 す。 焼I必J� H で外 lfli は 11(1 ［ヽ暉 色 （ 、県）m 、 内 Jfti は 淡 貨由 色 を '/ す る n 20は IJl11l fflS J『 で蚊人径や
や ドイV に 突 僻が付 く 。 Ji恨か仰 し い た め に 調繁 は 不明＂ 焼I戊 イ汀艮で 1人J 1fli は淡柑I仮 色、 外1(1i は淡鉗柑 色 を
，,! す る 。

包含層 (Fig . 30 、 PL . 5)
甕型土器 ( 2 1 • 2 2 )  2 1 は 1 1 径25 . 7cm を 測 か 瀾整はJi1itの た め 心りI, 内 外 而 と も に 淡'Lit 「 l 色 を 'i!. し 、

焼IJ必イ浪。 22は 1 1 径26 . 'lt•m を 測 リ 、 ）Jl11J {HS I I 1 イ11:やや 1 -.に 突 僻が付 く り 1Ji'J幣は -1"リ 1 で内 外 l
f
li と も r 淡 拭 1'1 色

を 情す る U

表採 (Fig . 30、 PL . 5 )

須恵器
杯 ( 2 3 ) 1 1 径 1 0 . jぐm、 }訟i3 . 35cm 、 底径2 . 6cm を 測 る 。 h譴外 1(1i は ヘ フ 111! リ 後、 J- デ を 施 し ヘ ラ iじ サ

が 人 る ，、 内 lfii は イ淀）J 1{1」 のナデ、 受 け 部 は ヨ コ ナ デ を 施す。 外 而 は 淡 亦 褐 色 、 11、J lfli は 11(1 赤紫 色 を 見す る 。
焼成 • 四 ）じやや 良 好であ る

青磁
碗 ( 24) r;u呆窯系 灯磁碗）＼ で外而 に 泄 弁. I;, 施す。 ぷ・地は さ め細 か く 、 柚 は 淡緑 白 色 を 足す る 。

小粘
如Ill] I� 紐 lメ： を 令休(1り に 概観す る と ,1咳 り に 如：．時代か ら 古 tn時代に かけ て の追構が.i.'、( 在 す る 。 北側は

iit.41:t! ,�.· げ で深 い ii'; ち 込 み （現汎か ら � 111以 I: ド が る ） を 確認 し て お り 犯 治 (/) 本体は次節 の 西 側 調 1f.部分
唸開す る も の と 打え ら れ る 。 今I川 の 束�IIJ 泄j1f.で明確 な j出構 と し て 1疇．城、 ビ ッ ト 、 /.'� 溝状逍構が裕げ ら
れ、 辿 物 は 弥'I: 時代叩関後,,,か ら 1 11 .ti'l 時代初ll!は での も (/) を I l l I: し て い る o I凋1f. IX: 周 辺 では 多 数 の逍跡
の (f在が認め ら て お り 、 今 1111 の 調 ff. を 含めて 祁島地区 の 集 落の範1111や時期の変造が限定 で さ る 森料が伶
梢 し て い る 。 今後、 Iぷ範1m で(I) 肌 跡全休像 を �)詠す る こ と が必波であ リ 、 成呆の 公必が待 た れ る 。
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第二節 津 島 九 反坪 734 737エ区の調介

1 . 西側馴査 概要
祁島 ）し反坪逍跡の 西 側 は 、 如IU調牡区 の 人 ）） に よ る r凋任が終 了 し 1ふこ と を 受け 、 8月 8 1 1 よ り 湛ij ff. を 開

始 、 8 Jl l l l l に は 訓代作菜 U に よ る 発掘作 業 を 開始 し た 。 批紐区の呼称は 1近宜L、 開 発菜ri•が設；i','. し た
測 i似'.( を 利 m す る こ と と し 、 逍構の密 応 し て い る 7:i5 n6 「Jえ よ リ 始め 、 rM HIJJ の 1�1',! 1f. l,(:へ と 順 次移 っ て
い っ た。 北 111胆 , , 火部に ''i た る 737-738 r. 区 は 器材•;陀： の搬 人の 関係 ヒ 、 J比 後 に 訊l fr. を 行 な う こ と と な っ た。
調代 に あ た っ て は 、 水 兄 秀徳が業務令般 を l�秤 し 、 l°lイ i !'f -. . 閲 In 針 I Iぶ が こ れ を 祉i11JJす る 体制 で進め る
こ と と な ） た 。

2 . 73 4-737 工区 概要

73iJ-737 1 : iメ
．
． は 、 筑 後 i ii 人 'i叶 It i:, り 'f'. 1 t,i 1 1伏 に 所(L=す る 。 ，翡lff. lメ．． は n5 1:�6 J :  区か ら 始 め 、 こ H を734」;

似 、 737 t.lメ：へ拡 i}J«す る 形 で行 な っ た 』打輝 I .flし は 約942m' で あ る。 こ の品l1f. 区 は K 1-. よ り 0 . 8 ー l rn (椋
翡6 . 9 m 前 後） で恢 l:.Ji1fJUJ- 阻J'tW叫に か け て の辿物己 含 1r1 に達 し た が、 ,�1',j rt期 間 の I周係」こ、 時 IIIJ 的余裕
の 1 1 1 来た II、�- 、点で逍物 を 採 瓜す る こ と と し 、 ；且柚検l l l 1fli (椋此rn . !5 m 前後） よ で,n機に よ る 掘 リ ド げ を 行 な
つ に 。 沿ぽの結呆 、 弥 ' I:時代の掘 姐 l紐物 1 棟 、 郡 ） 卜状雌構 2 、 こ れ に 伴 う 711'/ l 条 、 占打't 時代初期の溝
1 条 、 弥 11:.時 代 の 溝 l 条 、 時 JYJ不 明 (/) 溝 l 条 、 J.:J乳 柱 穴 多数 を 確認 し た ，， 洲 在は 8 J I  1 1 1 1 か ら 始め ら

れ た か 、 木 製 品 の 取 り I·.げ な ど に IIふ間 を J収 t, H 、 1 2 月 27 1 1 に こ れ を 終 f し た

3 . 検 出遺構
掘立柱建物

735 737 1: 区 では 多 〈 の柱火が検出 さ れ 、 こ れ ら の 多 く か ら .f l浪、 礎板がII \ 上 し た U し か し な が ら 、

736 1:n L区 では 狭 小 な 1Ji'.J 1f. Iメ: に 対 し 、 淵 ） 1: 状 逍Hり、 古 .1'11 時代の洲 -iJ:.辿枯 な ど と り� I) あ ） て お り 、 検 出
時,I,',(では 明確に は 確認 で さ な し 9状況であ っ t..:.. 
S8350 (Fig . 3 3 、 PL . 6 )

DD50- DF52 グ リ ッ ト に か け て 確 認 さ れ に 、 I X 2 1111 の姓物 で 、 SX I 50 を 切 り 、 SD 1 30に 切 ら れ て い
る 。 柱 11\J の 幅 は 、 Pi06 P208II\J で3 . 0 m 、 P206 P1 40d 間 で約 1 . 9 m 、 Pl t!Od P l '10a l/り で約2 . 4 m 。 J:. ,抽 の
傾 さ は N 5· W を 測 る 。 柱 穴 は 確認 で き た し の は 隅 ）L i� Jj  IF. ク の プ ラ ン を イ［ し 、 深 さ は 標 翡約S . 3 - 5 . 6 rn
を 測 る 。 北側の I:堀 が浅 〈 巾側 に 向 か っ て 徐々 に 深 〈 な る が 、 い ず れ も （沙）\"1 や ,,:少礫）汁 ま で1Jul り 込 ま れ て

い る 。 柱の Jふ礎部分 は そ れ ぞれ 断 1(11 力 マ ポ コ 状 の礎板 を イf し 、 中 央に は .fl沖Hの Ji-� 1[1i と 糾み 介 わ せ る た め
に 切 り 込み が施 さ れ て い る ，， P21 4 、 P2 18以外の b の に は H根 を 確 必 し た が 、 良 好 な 状 態 の 物 は P1 40d
の 1 .点の み で あ る 。 PJ40d の柱根の1氏 祁は礎板 と 糾み 合わせ る に め に 「 ハ」 のオ：状 に ）JII I :. さ れ 、 多 fり 形
状 に 1/Ji 取 り さ れ て い た 版跡がイlij え る 。 よ I..: 、 P214の礎板の ド に は さ ら に 4本の礎板が 1JJ� か れ て お リ 、

1 12 1 4 · P2 18の Jiも（り に は Nt物 jj,:i:休が確 認 さ れ た 。 こ れ ら は P l 40a と と も に i1/J 水 砂礫）r·1 の 上 に 設 ；i'( さ れ て
お り 、 地慇沈下や / 1 1 水 に よ る 礎板の ス’ レ な ど に 対応 し に 施設 と /りえ ら れ る 、， こ の 逍構 は近隣の 類例や逍
構の りJ り 介 い な ど か ら 関iIr-. 時代 後期 に 属す る も の と ，，， え ら れ る 。

溝状遺構

こ の 1 J1',濱 区 か ら は 古 泊 時 代 1 、 弥 生 時 代 2 、 時 期 不 明 の も の 2 、 4 条 の 滞 を 確 認 し た 0 こ の 内 、

SD105 は溜 ｝卜状逍構に 伴 う ）j仙役 な の で後述 し ｀ こ こ では そ の他(J) も の に つ い て 記述す る 。
S01 30  (Fig . 32 • 34、 PL. 7 )  

試掘部分 も 含め 、 DA52-DK52 ク リ ッ ト で検I I I さ れ た 、 束 西 ）i 向 に と る 溝 で あ る。 西側 は 調 介 区外へ
走 る が 、 東 側 は 737-738 C区のSD275 と な る と 仮定 さ れ る 。 検 札 ＼ 艮約 1 8 m 、 l�/1\約 l . 8 m " 断 而 は 逆凸 'i'冴犬
で 、 深 さ は I:段 で約U . 25-0.  35 m 、 ド段で約0 . 65- 0 . 85 m を 測 る 。 軋 lこの状況か ら 、 K段 を 形 成す る 溝
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() 一
I Y=—ヽ7 , 420 l v• - 47 . 4 1 0  

Fig . 3 1 7 3 4-73 7 工 区 全体図 ( 1 ) ( 5 = 1 /200) 

X一 1 9 , 800

X = 1 9 , 790 

が埋没 し た 後 に ド 段 を 形成す る flり が掘 リ 込 よ れ た こ と が分か る 。 刑 I:は !'I 然雌没 であ リ 、 流水 を 伴 っ t..:
か ど う か は 確 i必 で さ な か っ た。 弥生後期の組合せ式礎板 を イiす る H 火 を 多数り） っ て お リ 、 ,'i式 t: Olli 器 を
多数III 上 し た こ と か ら 弧1:.終木期 ～ 阻rt時代初姐の も の と 判 断 し た。 ま た 、 肌 1-. I: 位に お い て は 炭化 し
に 木 ）「 な ど を 検 出 し て い る 。
SD1 1 0  (Fig . 32 • 34 )  

DJ50- DMS 1 グ リ ッ ト に か け て 検 111 し た 洲 で 、 束 南 束 か ら 西 北 西 へ と 走 る 。 東 側 でSX150、 西 側 で
SXlOO と 切 り あ っ て い る 。 3 名· の 前 後 関 係 は 紅 認 で さ な か っ た。 検 出 艮 約l l m 、 幅約0 .25 m 、 断 面 は U
祖犬 で深 さ 約0 . 25 m を 測 る 。 猟没状況は (I 然埋没 を ボ し て い る 。 逍物は弥佃 I ' 」り］か ら 後期 に か け て の K
岱恰、 瓜II糾石の フ レ ー ク を 出 K し た ，．

S01 2 5  (Fig . 3 1 )  

DT49-DV50 グ リ ッ ト に か け て 検 出 し た 溝 で、 1H 束か ら 北西 方 向へ走 る 。 両 端 と も 調 ff.I叉外へ と 延 ぴ
て お り 、 検I I I 長 約6 m 、 幅約2. 8 m 、 深 さ 約O . Z m を 測 る 。 1濯．而 を 734-735 nメ包合）付 と 一 緒に掘 り 上げて
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(l 1 m 

後期の舟IL介V:式礎板 を イiす る fl;,'(群に りJ ら れ 、 西側 に SD1 JOか桜紐す る か 、 SDl lO と の 関 係 は イ� IIJJ で あ

か 坪 I· は 人 さ く 3 )�i に分煩 で さ る が、 逍物 laしの 多 い の は 1 M であ る 。 r M か ら は 縄文後期 一 弥 ' r-.中紺l

前 'I'., 、 Tl M か ら は 弥11·. liり期(l) 卜器 を 出 」 ． し て い る ， 1 1 1 ){1 か ら (l) II I 上j且物は な い。

柱穴群

こ の 調 1f.lメ．か ら は 多数の-ti穴 を 確必 し ． そ の 多 く か ら 杜根、 礎椒 を 確必 し た 。 ti 穴 は 人 さ く SX 150/,'」
i}l (i� 峠区求11111 ) と J紐 l人．の ,,り illll に 分布 し 、 1り1 行は ,,次弱地盤か近 い た め か 、 糾介せ式の物が 多数であ ）

/..: , こ こ では 柱恨 を確 品 し に が姓物 と し て 復 ）し で さ な か っ た も の に つ い て Y札竹 し て い く 。
SP1 02 (Fig . 38)  

DR5 1 グ リ ッ ト か ら 検 出 さ H l..: fl火 で 、 隅 ）し ）i 形 (I) プ ラ ン を イ［ す る い に1111!約0 . 6 m 、 仇i iii庸約0 . 55 m 、 ),'£

部は 2 戌枯辿 と な っ て お り 、 深 さ は I :段 で約0. 45 rn 、 ド段で約 0 . 55 m 1,. 11咄 の似 さ は N 85" W を 測 る 。

-ti根は 1ヽ 段に わ ず か に 残 る 杓度で、 ど の よ ） な造 り で であ っ た か は 心リJ であ る 。 こ の他 に は 弥 lj: 中 期 の

虎を /II I ·. し て い る ．

SP1 06 (Fig . 38 )  

DT52 ク リ ッ ト か ら 検Ill さ れ た H:,又 で、 r; H1'1 1 4形の ‘杓而プラ ン を イ［ す る 。 1-< 軸約0 . 9 m 、 知 軸 約0 . 75

m 、 深 さ 約0 . 6 m , -F. 柚の傾 さ は N 29 W を 測 る 。 柱根は:10cmf,'が残 ） て お り 八 Jり 形 に 1fJi取 ら れ て お り 、

H 恨 の ドか ら は 小 さ な 水 J', がIll. t-. し て い る こ の 他に は 弥生中期の喪 を 出 上 し て い る 。

SP1 09 (Fig . 38)  

DQ5 1 グ リ ッ ト か ら 検i'II さ れ た 杵 穴 で、 部 を SD105に りJ ら れ て い る が、 台 形状 の的(11 プ フ ン を イiす る 。

艮軸約0 . 5 m 、 久\i. 軸約0 . 4 m 、 深 さ 約0 . 35 m 束 西 ）i 向 に ヤ軸 を 杓つO -ti根 は 約 15cmは ど が残 っ て い た が

ス ポ ン シ 状 と な っ て お り 、 ど の よ う な 造 り であ っ た か は 1� Iリ J であ る 。 こ の他に は o;{Jヽ ,,:. 時代の鉢を 出 上 し

て い る 。

SP1 44  (Fig . 38 )  

DT 51 ク リ ッ ト か ら 検出 さ れ た ,tJ、 火で、 SX 1 50 · SP 156 を 切 る 問 丸lfJi 形の .,勺(Jj プ ラ ン を イI し 、 lf柚

- 28 
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約0 . 8 tn 、 伏\i.軸約0 . 65 m 、 底部は3段に な っ て い る が深 さ 約0 . 6 m 。 ]: 軸の 傾 さ は N 77 W を 測 る' ti 根
は 約 l Oc.,n は ど残 ） て い た が風化が激 し く 、 ど の よ う な迅 り であ っ た か は イ,IリJ であ る。 こ (/) は か に は 弥 生
I'. 器 を 出 l: し た か 、 図 化 し う る b の でIt な い。

SP 1 54 (Fig . 38)  

DJ5 1 グ リ ッ ト か ら 検 出 さ れ た H 穴 で、 SP162 を l;JJ る は ば開）L 1-< h JI紗v') ., 勺(ij フ ラ ン を イi し 、 K軸約
0.85 rn 、 知柚約Cl . 55 m 、 底部は 3 段 と な っ て し 1 る が深 X 約0 . 45 m Jがliili (/)傾 さ は N 4 W を illil か 札根
は約 15t:111は と残 っ て い た が風化が激 し 〈 、 ど の K う な 辿 り であ っ た か は 心リ1 であ る 。 こ の し」 か に 弥 't " '  
制 の ヒ 船 を I ll I: し た 。
SPl 40b (Fig . 3 8 )  

DF50-5l グ リ ノ ト か ら /I I I· し た 礎椒であ る ti �-( はsx 150の 刑 .I '. と の 区 別 がつ か な か ） た た め掘 り
kげて し 上 い 、 形状 な ど は イく1リJ 礎椒り） わl曲 は 1+1 �じ ）j 向 を 収 る 礎板の形状 は 断 而 カ マ ポ J 状 で、 中 央

の11'1j 而 に りJ り 込 み を持たせた し の であ る 。 柱根は 確は で さ な か J t..:。 こ の他のIl l I: 追物は 前述のJ:11!由 か
ら +11JJ であ る ，
SP1 40c ( Fig . 38 )  

DG50- Sl グ リ '/ ト か ら 札I L し た�f仄 で ぁ る H 幻ば沙( 1 50の肌 K と の 区}JIJ がっ か な か つ tこ t..: t,引柚 り
Lげて し .1 い、 形状 な ど は イ,IりJ 礎板の-�軸 は N 84 W を iUtJ る 礎板の形状 は 断 1(1j カ マ ポ コ 状で、 中 央

の11川(11 に UJ リ 込み を 付 た せ た も (l) であ る ， H根は 約25cmは どが残 り 、 Ii!; 部は礎板 と 糾み 介 わU る た め に
例 リ nか れ て お り 、 1f1i l� 又 リ を 施 さ れ た 1i{跡 を 持つー こ の他に は 弥 1 J . llり制の J灌怜が あ る が 、 ilt 人 (/) 11ffj眈l
が泊i し '•

SP1 40e (Fig . 3 8 )  
DF5l ク リ i I· か ら 検 出 さ れ た 杵 穴 で、 隅 ）し1'< J; IF紗が1勺(tj 7 ラ ン タ・ イi す る 。 長 軸 約0 . 85 m 、 i恥M1約0 . 8

m 、 深 さ 約0 . 55 m 卜軸のilil き は N 8 4  E を il!IJ る 礎板 、 村 根は tl,·..: 111.i 収寄 り に あ り 、 礎板の形状 は 断
1(11 カ マ ポ ..J �J:. で 、 中 央の 111』H川 に りJ リ 込み を 1、� t..: せ た も の であ る U 柱恨は 約�Ocmは どが残 り 、 Ii'( 部は礎椒
と 糾み介わせ l,;, に め に ガIJ り し'! か れ て お り 、 lfli l l又 り を 施 さ れ た 瓶 跡 を 4.', つ。 こ の 他 に は 弥'J: 中期の I:器 が
あ る が 、 図 化 し え な か ） た 。
SP140f ( Fig . 3 8 )  

DG51 ク リ ッ ト か ら検 Il l さ il /· t l 穴 で、 隅 丸 1-< )j 形の 1勺(11 プ ラ ノ を 介 す る K 軸約0 . 8:, m 、 知柚約0 .8
m 、 探 さ 約0 . 7 m 。 ], 軸の仰 さ は N 85' E を 測 る ， 礎 椒 は ,H グ（北収寄 リ に あ り 、 礎椒の 形t(は !l(Jr 1(11 力 マ ポ
コ 状 で、 中 火の仙J 1(J iに 切 り 込み を 村 た せ た し の であ る o +I根 は 確品 で ヽ な か J た。 ま に 、 Ji'( 1fti 中 火部 で
は V'j.:�;:. に 小木 片 が確認 さ れ に こ の 他に は 弥生中期 の I灌怜、 イ i鏃 J ', な ど 1;, I I  I I: し て し 、 ふ
SP1 4 7  (Fig . 39 )  

Dl51 グ リ ッ ト か ら 検11 1 さ れ た +I穴で、 隅丸1-< ); JIクの 1勺(riプ ラ ン を イi す る 。 l-.t1fi1b約 I . O m 、 知 冊I約0 . 8 m 、

底f(1i は :Hな構造 と な ） て お り 、 深 さ は
＇
ド段 で約0 . 7 m , r· 軸 の仰 さ は N 8'1 W を illil る 。 礎椒の形状 は 断

1(11 力 マ ポ J �J:./'が 、 他の礎板 と 異 な り 中 央部に りJ り 込 み を イi し て い な い。 fl根は約 5 rmは ど を 確認． し た
が 辿 介状 態 は 地＼ く 、 ど の よ う な造 り であ ） た か は イ,nJl であ る こ の他 に は 弥 1 I:: 1i1f JUJ - 中 期の u:} を /1\ . 1:
し て い る 。
SP1 98  (Fig . 39)  

D851 グ リ ッ ト か ら 検HI さ れ た H穴 で、 SD130に 人 さ く り） ら れ て い る が期 ）L長)j形の 1渾i フ ラ ン を 布す
る と り え ら れ る ， 1tJ 1WJ の戊 い掘 り 込みは村の抜さ 収 り 跡 で、 t:JM . I: で も こ れ を 確必 し て い る 。 此l」h約 1 . 2 
m .  知軸約I . O m 、 沢 さ 約0 . 65 m , ): 軸 の傾 き は N-81 - E を 測 る 礎椒はflツ\: 11卯れが り に あ り 、 礎板の 形
状は 断 佃 カ _ ポ ..J 状 で、 中 央の11IH i/ti に りJ り 込み を 枯たせた も の であ る 。 柱根 は確必 で さ な か っ た ，， ま た 、

恥M 中 央 部 で木質の植物逍体 を 確認 し た が取 り Lげ ら れ る よ う な L (/) では な か っ た n こ の他に は 弥生 中
期前 ‘ドの I:器J ', を 出 I: し て い る ，9

SP202 (Fig .  3 9 )  
DA50- Dl35l グ リ ッ ト か ら 検Ill さ れ た 杵 火 で、 mi i1.'1 (/) 'I勺釘 プ ラ ン を イiす る 内 側 は 束 11111 に 人 さ く え ぐ

ー ：31 -



れ、 底tfll は 二段構造 と な っ て い る 。 l<軸約0. 8 m 、 岡抽約0 . 7 rn 、 ド段で深 さ 約0 . 5 m ., l:. 軋h (/)傾 き は N
51 ·-E を 測 る 。 礎板の形 状 は 断面 カ マ ポ コ 状 で 、 中 央 の fllli 1fli に 切 り 込み を 持 た せ た も の であ る 。 こ の 他
に は 弥牛 前 期 ・ 如,�終 木 ・ , Ii11'0JJ JJttの ヒ 器片 を Il l t し て い る 。
SP203  (Fig . 3 9 )  

DA52 - DB52 グ リ ッ ト に お い て 検 出 し た 柱 穴 で、 追 構 自 体 は
SDl :30に よ り は と ん ど残 っ て い な い。 礎板の K 軸 は N l4 W を 測
る 。 礎板の形状 は 断 面 カ マ ポ コ 状 で 、 中 央の 11Ti国に 切 り 込み を 持
たせた も の であ る 。 杵根は確認で き な か っ た。 こ の は か に は 弥 生
k器：） ',· . 占式 ヒ 師 ?,怜片 を IL i r. し た がl:XI化 し え る も の では な か っ た U

SP2 1 1 (Fig . 3 9 )  
DA51 グ リ ッ ト か ら 検 /I\ さ れ に 柱 穴 で、 逍構の 末 部分 お よ び南

唸は 調企区外へ と 延 ぴ て い る 。 礎板 も そ の ‘ド 分 し か ll'i I: し て い な
い が、 お そ ら く は他の物 と j,iJ様 、 断 11ri カ マ ポ コ 状 で、 中 央の I叫 1ai
に りJ リ 込み を 持 た せ た も の と サ え ら れ る 。 H札 れ て い な
い。 こ の他に は 弥屯中期の I器）ヤ を I I I 1-. し て い る 。
SP2 1 7  (Fig . 39 )  

D l 15 1 グ リ ッ ト か ら 検 i' I \ さ れ た 村 火 だ
か 、 柱9又はSX150の皿 I: と の Ix冴り がつか
な か っ た た め掘 リ I:げて し t い 、 形 状 な
ど は 4苅り で あ る。 礎 板 の 杓l11h は N 79' 
W を i\111 る 。 こ の礎板は他の物 と は 構造 ・

規投がJ'奴 な り 、 径 !') crn は ど の ま っ す ぐ な
枝 の 上 に 径 1 0cm税度の n弱 な 柱根 を 乗せ

て い る り こ の 規校か ら 建 物 を 構 成 す る j:_
な村では な く 、 補 助 的 な 丈柱であ ろ う と
名え ら れ る 。 こ の 他の I I I I: 逍物は な い<)
SP2 1 9  ( Fig . 3 9) 

DD52 グ リ ッ ト か ら 検 11 1 さ れ た 礎板 で、

k杓'( は S X 1 50の川t t と の Iメ滉IJ がつ か な か
つ に た め」/ili リ ヒげて し よ い 、 JI多 状 な ど は
不明であ か 1:. 軸 は 南 北 ）j 向 を 収 る 。 こ
の礎板は他の物 と は ）此校が異 な り 小 杓り で
あ る 。
こ の 他の1 1 I I·. 逍物は確 認 さ れ て い な い。

4 . 出 土遺物
こ の調代区 か ら は 縄文 後 期 ～ 占り＇［初叫

に か け て の 肌 物 を 採取 し た 。 こ の う ち 縄
文時代の物は低的に も 少 な く 、 ti�人 を 示
す よ う な 出 ヒ状況であ っ たn
S83 3 0 出 土遺物 ( PL . 1 1-1 )
土製紡鍾車 (Fig . 40) n 

_ ,  � 1 は Pl 40H 災 込 め I·. か ら の /II I.。 t予
5 .�cm 、 J双 さ 1 . 0cm を 測 り 、 必1f1 i に は ミ tr

!Orm 
..,I 

（―エr=一� I

\I :) <.:111 一
Fig . 40 S8350出土遺物 ( 1 )

( 5 = 1 /3)  

キ に 近 い r.具ナデが施 さ れ て い る 。 Fig . 4 1  583 50出土遺物 ( 2 ) ( S = l /4)  

- :l, -



ぃ·-

。
Fi

g .

4
2
 

S
8
3
5
0

t±l

廿
と
落
(
3
)

(

S

11
 1

/
4

)
 

3
3
 

゜

□

6
 

（
）

 

ー
l=cm

 
L
 



r
 

|
 

u-
3

一
）l

o

□〉゜
(
W-
11

 S
)
 

|
H
E

ー

(

P
)

餐
懲
廿
丑
0
5
c
m
s

c
v

.
3-
lL
 

パロ〉

口



柱根 (Fig . 4 1 )

n/.',J ft時 、1は で札根 は P206 、 P208、 Pl40a 、 Pl 40d に お い て確 認 し た が、 似l 化 し え た (/) は Pl40dの 1 、,,'.,, だ
け であ る 。

2 は Pl40dか ら の 出 し" 32cmは どが残 {j し 、 中心部は ff'氏が進ん で い る 。 全lfiiに lfli !ii{ り が行 な わ れ 、

底部は礎板 と 組み合わせ る た め に 切 り 込みが施 さ れて い る 。
礎板 ( Fig . 42- 3 �Fig . 43-1 0 )  

令て の杵穴 で礎板 を 確，＂必 し I..:. が 、 P208の も の は 所在不明 と な 9 て い る , 11111 附i 1fli は建物の 1T( l1c� た め に
反 り 込 る が、 礎板 1'1 1本(/)桶みが激 し く 、 ['.J(J化 し え ない状況であ る 3 - 7 は 柱根 と 組み 介わせ る た め 、

中 央11hi 1UIJ IUiに りJ リ 込み を イi し て し 、 る 。 切 り 込み は 1 コ 」 の字·状に 施 さ れ て お り 、 特に 7 は K面に も ）UII L 
が施 さ れ て い る 。 8 ー 10は 7 (J) I、 「 rrt かれ て し ヽ t..: b の で、 ）JII r. 狼 な ど は 特 に 確 認 さ れ て し 、 な い。
SD1 3 0 出 土遺物 (PL . 1 1-2 • 1 2 )  
第 l 層 出 土遺物 (Fig . 44-1 ,..., 2 )

1 は 仇i 1k 1-. 器の �1�の）戊部小破 片 であ る 中 期 の も の で Lげ底 と な る 0 2 は 砂府製のI此�,( j の 小 J'r· で、 4
lui に 1史}1J艇跡か兄 ら H る ，＇

第 II 層 出 土遺物 (Fig . 44-3-7) 

:{ - 4 は 弥生 I:器 の ·,i'tiり）底部であ る 。 5,よ 弥1 1:_ 」． 器の虎の底部小破J', であ る 。 中 期 の も の で 1: , f底 と な
る " 6 は 翡杯 （脚付鉢 ？ ） の 脚 部小 ）ヤ で、 円 形の':,)!-fL を 施 し て あ る 。 7 は ミ ニ チ 1 ア の 泥 でr�づ く ね 製
であ る 。
第 11 - 111 層 出 土遺物 ( Fig . 44-8-1 1 )

第 u M と 第 I ! [ 肘 の分）約(Iiか ら は 多 〈 の 日器がl l 'r 1-. し た た め 、 こ の グルー プは別個 に 取 り あ げ を 行 な ）
1.:.. 8 - 9 は 弥 'I:. ヒ器の•,i怜の I I 絃部であ る 。 9 は 後期liり 'I'·の_: , ru 1 紺•,i',U!が、 袋状 1 1 秘の外側端部に 亥lJ
II を イ［ し て い る C I () は 弥牛 I滑．器の鉢であ る 。 1 1 は I:帥 悩 の 鉢 と 、思 わ れ る が、 小 片 の た め勒延 で さ な い 。
第 Ill 層 出 土遺物 (Fig . 44-1 2-20)

12 一 t:� は 汎；'E I:  器の1箭であ る 。 1 4 は 弥 牛; I: 悩 の 鉢 で あ る 。 1 5 は 弥屯終木紺」 の 虎 で あ る 。 16は 1濯i 岱；
(/)脚付鉢であ る V 1 7 は 1淵Iii 船の ,,,·糾fであ る " 1 8 - 19は 1:r.ili �認のJ-1 1であ る 。 20は 不明 I.: 製 品 であ る。
第 IV 層 出 土遺物 ( Fig . 4 4-2 1 ....... 23)  

2 1 - 22 は K帥 器の壷であ る 。 23は 1消iii 器GI) 鉢 で、 グ� {(靖h であ る n 外 Ifli の 品l格は 批し ' o

そ の他の土器 (Fig. 44-24-Fig . 4 8-96 )  
M位 こ と に 収 り ur ら れ な か っ I..: I:: 盛 を 報併す る . 2�  ー25は縄文 ,-.器の浅鉢の小｝ヤ で、 II免JUJ後 ‘ド ( 1 1 1

ノ →『 ～ 仮 ( I 期） の も の と 名‘ え ら h る u 26 -36は ，ヽ蔽 で、 l6 · 3() は 弥 ,1:. 中 期。 27 · :12 は 弥 化 後 期 後 半 、

祁 · 29 · 31 · 33は 終木期の も の であ る 。 � l は 内 底 1(1 1 中 央 部に 刺 突痕 を 打 し 、 1 1 絃ms を 打 ち 欠 し ヽ fこ 11J
(
/g

性があ る 。 34 -36は 人州 の ·,t',!の 1 1 秘 部小 片 で、 時 期 を 特返す る こ と は で さ な し 1 . 37 - 54 は 別 で 、 37は
前 期 後 'I'.:. - 叩訓沖、 38は 中 JUJ 後 •1L, 、 39 -fil は 終 和UJ -古りl 時 代 初 lift{/) も の で あ る 。 52-54は 人 邸 品
で、 後 期の も の と 名 父 て い る 。 55 -64 は 鉢であ る 。 55は 弥生 叩UJ 1j,j 'I'� の (U. ノ , , , 系の も の で、 •,iせ と な る 11]"
能性 も あ る 0 56-641よ 弥 生 後 Jり］ ～ 占収時代初頭。 65 - 751よ K 訓i ?,;f (/) !'It で、 古机時代初叫 76 -HO は 弥
，I:. 後 期 一 古id初llftに か け て の 閥 杯 で あ る 。 81 ー82 は 弥 1-I=. I: 器 の 器 で あ る n 83 -87は 器 台 であ る 0 83は
罰j, I鴎l 、 84 は 弥 生 後期 後 'I'!.で他地城か ら の 流入晶の 11J能性があ る 。 85-87は I: 師 器 で占珀時代初Jlti。
88 -92 は 時 期不明(/) Iゴ製 品 であ る 0 88 -90 は 手づ 〈 ね の 鉢 で、 90の 断 面 は 一枚 ↓し の殻の よ う に な っ て
い る . 9 1 は 小iw (/) 脚 付 さ 鉢、 92は m 途 不 明 の I:製 品 で、 硲の ミ ニ ナ ょ ア か。 93は炭化木材で、 一 ）n..: . 1.:. 
具痕が残 る 。 9� は /�I女イ i で‘如 1 1 1· :-。 95- 96は (rJt,( i で共に 肌埋の細 か な砂府であ る ，
北側試掘調査区 出 土遺物 ( Fig . 48-97,..._99 、 PL. 8-1 ・ 1 2 )

枷 1'f.tl紐物が人刑建物に な る か ど う か を 確必す る た め に 北側 を 試掘 し た と こ ろ 、 SDl30の続 さ を 確総
し な 。 こ こ では 完 イf に 近 い I: 器が溝 内 に 川l,iし さ れ た状況で僻必 さ れ た 。 本米な ら ば現状保イf を 行 な う と
こ ろ であ る が、 L'J� 等 に よ り 破mす る 11J能性が 1\'fj か っ た た め 、 特 に 残 り の 良 い 2 .I. 応 を 取 り 1 .:, r る こ と と
な っ た 。 ..::. の 際に作図 な どの作菜 は 一 切行な われ て い な い。 い ず れ も 弥 ,, __終木一 古 J代初頭に か け て の も
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北側試掘

0 10cm 

（） 一
!ll! 

Fig . 48 S01 30 出 土遺物 ( 5 ) ( S = l /3 • 1 /4) 

の であ る 。 97 は 月L 98 は'•LI( で、 Jllul 部 K位に は一対の浮文が施 さ れ て い る 0 99 は 脚 付 、派であ る 。
SDl 1 0 出 土遺物
l 層 出 土遺物 ( Fig . 4 9-1,....,3)

I · 3 は 弥 'I� I: 器の•,龍。 2 は 弥屯 ヒ湘の 盛台 であ る 。
IJ 層 出 土遺物 ( Fig . 49-4 ) 

4 は 弥生 後期の甕であ る 。
そ の他の土器 (Fig . 49-5,...., 1 8 )

5 - 6 ,  よ 弥 11:. I :  器の 9、他の で あ る 。 7 - 1 4 は 弥中． 中 期 ー 後 期 の 甕 で あ る り 1 5 - 18は 弥生 ヒ 岱籾） 器 台 であ
る 。
S01 25 出 土遺物 (Fig . 50 )  

l · 8は 壷 であ る 。 ］ は 弥化終..,k 8 は 内 外 tlli に わずかに ミ ガ キ の痕跡が 見 ら れ る 。 2 - 7 · 9 は甕であ る 。
5 は 弥牛前期 、 そ の 他は弥生中期の も の であ る 。
SX1 00 出 土遺物

ー 40 -

•電'、’ーlC
J
 

-．．
 
．．

 



ー
[
V

ー

r
oooo
I

ー
C
I

．
心
，1

2、

1
r

孔

写1

dt（一
ぷミ"-l-l
マ

M̀サ一
竺
ー
ニ
ぶ＿
歪
蚕巡9
9-‘

兵f
rl(
）l-
6
 

,`
2'

苓`

S-
茫＿
乏苓
l-l
Z.
T

-
6
 

（
苫
足 、
l
g

.
3

邑
念
懲
廿
丑
慶
＝

ぷ；→
や
1
F

塁
f)

（ヽ
―
―

Jヽr̀
T
E-ll-

3恩
L

'

や
念s-
⇒f
索

芦

H=-�-、 '
宝i
f-
OO

I
L

。
心
q
や
ぐ
9

C多

吝―
芸
竺
+'I
S

,
2

吝―
1-

J]

r/
9
 ,

、や

}
 r�

.l'
:r,
9
-

S

。
心
べ
や
索
（ヽ
癸
i_
�-r

妥f
f-
｛

了t
8

ふ
q̀
2
e
9(、ク
吝―
v
K
竺
r-
P

、
2

苓―― •9-i

J[
t1
-

'，ヤ
苓‘r
こ
．

l

(
l
ー

c
l

.
1
d

,
l
g·

�!
.::l)

�
 

..
 廿
丑
迦一

二応
ー

ー・・ーしー

"' 

8
-

111

じ
ll

仁

X: 

―
―

 川

(
W-
11

 S)
 

0
 s·

!!
 LL
 

秦
慧
廿
丑
E
5S

ぃ:=

口
` ．
 

o.r. 

．． 

(
W-
11

 S)
 

G
io·

S!
.:I
 

奏
懲
廿
丑
O

ll
O
S

•4> 

＇
 

、

\ u:·

天ニニゴ•
— , 七こ �" — =ーi雫....--―- �----

’‘ 

ペWい ，

言

�‘‘

廻＝

ー

\
9
1

 

[

｀

汀言(

，．
 

「虔一、

\
7
/，‘

ヱヽ,_. 

II
ド

阪

’’� 



··

� ' I  

(

W
l
11
 S

)
 

H�
 

t.-

二
111凸
応

I! , . 、-
笑--
I I 

L': 

ー～
（

こ

餐
懲
廿
丑
0
D
I
X
S
 
-
5

.
9-
LL
 岱ニコ： |
 

l•
)

-＝-

＝
 

て�--

--� 

iー

身ー川
4
 

―
―
 

�. 

" \.; l ....... ヘ^

グ
ロ

7

ヽ-

勺ベ

I§ 

□
い

�-
‘
 

虔

廿
凡

ふ
4,
9 .fり―I
M
�l-

‘*
2

(、
q

心
f
.I
了

ぎ
茫

琴
之

i
-一
ぐき―」
r,
o
s

t?
 
<f‘
ど
旦――

ぐゞ咲唸
涵

号
。(-

とA
き
ご
f

吾
。

心

点
衷
S

翠一
··1,
,

r:f, 

ll
9S
 
1(

）

t

J＿
至
蚕
門
毎6l,
'

•
2

c
q

s
-
H
I--
T1
8
~
1

9
t

心

べ

や

者

s
-
辛
i-

1

桑
t'l
6
Z -

S
7.

(
C
5

ー
～
5

．
竺
LL
)

奏

懇
廿
丑

虔
l=

§翌

翌芯
[(

翌―
i
l

竪＿
竺―
ー』

心，
tz
翌[
x.←
←
苓

手―¢
r-
り1l-l-

＋4 ，
喜

言
}
t1
l-｝
妾
r
w
8

9̀

q9、
2̀
←
｝

芸

c迄～
1
1̀
＂

宰

コ

哀
I

斜
。

心
q2

や
一＿（

9「、-
芝一
茎

C9

去1[i-

C

装
1
"-‘

9

宝i

n
「
8

。
9、
1
r
(

r ,
5- ｀

ざ

きミ翌
1̀

，
t{
1ー()
N

る
べ`
2

そ3
（ヽ

蚕

迄1

嶺
+1
61
'

ct
，
し
2、

H
�
溢
令
芦一
4ヽ
'
‘
T

互
翠EVI
C9
LI

'、2,

〗8
（
ヽ
装
―
"-`
"

M



弓
11

s
)
 

(

Z)

�
 

..
 

':F
丑
0
0l
X
S
 
Z
�.

 
�!
.:J
 

虔――
l-
3-

[

ー

ニ／
6
p

へ

／

＼□

二
[9、

二[

室
一

臼
ー—ーー
—i

c
 

＞
ー

.
l

 

（
 

ぃー
Lt"
＇
 

i
8
<

iI
 

ヽヽ
．

G
gl

,
l
_

r

ITl |

11
11

 

- ' ， 

', 



ヽ

‘‘ ’ 

,1!) 

� 一

り l lkll1一

冒··l_＂川1

＜ 
こ 7(i

7:, ( 1/;Jl 

!Orm 

二
＜二ご二> 77 

62 

n :1 rm 

Ill 層

Fig . 53 SX1 00 出土遺物 ( 3 ) ( S = l /4 • 1 / 3 • 1 /2) 

56は 焼 I必 後、 ＇が1L を 施 し て い る 。 57 は 弥 'I= I: 器の t:i j で 、 弥 化 中 JUJ. 58 - 62は 1加l・ 上 a詔 (/) 鉢 で 弥 生 後
期。 63 - 67は 弥 'I: I: 器 の 沿 で あ る Q 68 -73は 派I: 1: W の 器 台 で中 Jり1 一 後期 1iif 'I'·。 74 は 1こ 製 の 投 弾 で あ
る 。 75 は砥.{ jで材質は砂 1·:· . 76 -77 は l'( 'i;限り の 原 製 イ i 魚IJ の Jふ部 で あ る 。 76 は J,� 剖S に 挟 り が 施 さ れ て い
る が 、 こ の ms分 に }�序托 し た 様 [- は 見 ら れ な い。 77は 泉IJ雌が ひ ど 〈 、 端部でか ろ う じ て 断 rfri Ifク を 観察 で さ
る ,f',' 段で あ る 。
東西ペル ト 上 層 出 土遺物 ( Fig . 54 )

束西ペル ト は ，J刈 1f.の安令 l·.Jtil:後に 1>.11 リ ドげ を 行 な っ ,� 部分であ る 。 L :./r'i迎物は ll /1'1 、 ド }f•1 追物は m 1r1
に 刈 I心す る 。 l·./汁 雌物 に は 、 己含 /1'1 か ら の 混 人品 の (J,在 も 否迫 で さ な い状祝 であ る 。 7� -81 は 弥生 I淋；�
(J>·,M で ． 中 期 か ら 後 期 に か け て の も の であ る 82 -9:{は 狐 I: I.: 器の椛であ り 、 中 期 の も の であ る ， 94は
k 帥 器の 迎 で 、 , 1 , .t11初飢Iの b の で あ る. 95-96は 弥 1t I·. 器の翡 jィ、 で、 弥｝杓 1 1 期。 97 は 弥 'I: 」: 器(l) 益 であ

る 。 98 は 弥 11�. I·. 器 の鉢 であ る 。 弥牛 後期 か ＇`
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Fig . 5 7  SXl OO 出 土遺物 ( 7 ) ( S = t /4 • 1 / 2 • 1 /3)  

東西ペル ト 上～下層 （土器集中部） 出 土遺物 ( Fig . 55 )
如9りペル ト の分）＼傾i では l: 盛 の 股 1 1 wい徒が確認 さ れ t· た め 、 こ の 部分のみ での追物の取 り 上げ を 行 な

っ I.:.。 ‘必測 し え た の は イ i 悩 l 、 イ i+� 1 の 2 、,.'.,、の み であ る 。 99は 両 I�出 代み を 持つ敲ィ i で‘如 1 1 料 製。 I 00 
は 全 tfli に 煤 の付杓 し た イ汁4であ る ， ‘如 1 1 !/: か。
東西ペル ト 下層 出 土遺物 (Fig . 55-56)

1 0 1 - 10 7 は 少�i 'L I: 器 の '•111{ で あ る . 102 · 107 に は ）‘｝ 冷 リ が 施 さ れ て い る 108 - 12 1 は 弥 'l: l. 器の 3把
で、 蜘K 中 期 か ら 後期 の も の で あ る . 1 15 に は 内 外 血 と も fl 治 り が 他 さ れ て い る 。 1 22 ー ] 23 は 弥 ,1- u:;: 
の 外 の 細 ）ヤ で あ る 。 1 24 - 126は 弥 1 1· 1�. 器 の 翡 杯 で あ る C 127 - 1 28は 弥 生 I. 悩の 沿 で あ b 。 l 29 は 弥 'I.
，·. 器の器台 で、 後期(l) も の であ る 。

東 西 ペ ル ト 最下層遺物 ( Fig . 56-57)
130 - 1 a 1 は 弥 11= I: 器 の ·,iゼ で あ る 0 1 32 - 1 �4 は '}fJ、 ) I� I: i仕 の 別 で、 弥 生 中 期 か ら 後 期 の も の で あ る U

1 45 ー 1 •16は弥生 J:器 の 翡 杯 で、 弥 'I- ' I • 期 の も の であ る 1471:t 弥 'l=. I: 器 の 必 で あ る 。 1 48は サ ヌ カ イ ト
製の ス ク レ イ パー 、 1 49 は サ ヌ カ イ ト (/) :;k/JII f. 叔lj J ',· であ る 。 1 50 は砥石であ る 。
そ の他 の 出 土遺物 ( Fig . 58-74、 PL . 1 3-3 • 1 4 )  

1 5 1 は 中 馴i1r ,ドの 、並の）iJ 部 の 小 ） ヤ であ る 。 152 は 中 期 前 半の ’•箭の I I 絃部か。 1 5:i ー 1 66は 1ム: 1 1 •,M で あ る 。
158 - 1 6 1 に は 暗 紋 が施 さ れ 、 157 · ] 58 · 162 に は J•J· 旅 リ {, b船 さ れ て い る 。 153 - 1 55 、 157 ー 162 1.t 弥
生 中 期 、 1 5G は 弥 生 後 期 、 l 63 - 1 66は 終 木 期 の も の か , 1 67- 169 は なV 別i ·4,'! であ る 。 169 は 絡 木 期 の も
のか。 1 70 - 1 75 は 無f!t ··M で あ る 。 1 74 ー 1 75 は 弥 11: q軋l ー 後 期 に か け て の も の か。 1 76は

―
: iT< t t *ぷ前 で

弥 牛 後 JりJ 1 77 は 袋 状 1 1 絃 •ヽ箭 の 胴 部 か 。 弥 生 中 期。 1 78 - 1 86 は '1111! の ）Jluj 部 戚 片 で あ る 。 1 78 • 1 79 · 
182 · 1 83 は 無 形 ・•1°1{ (1)174 · 1 75 と ［」 時 期 の も の か , 1 86 は 弥 'I: 後 紺l. 187 - 2 1 3 1± り柏 の lit 部 で あ る 。

2 1 �  ー 368は な月 で あ る 。 2 1 4 -240 は 弥 生 1i1f 紺J 後 'I': - 中 期 前 半。 24 1 - 247 、 258 、 265は 1fi; 1� 1 ! 1 JUJ '1iり 'l':.o

こ の 内245は 丹 冷 り が 施 さ れ て い る 。 248- 257 、 259 - 261 、 266 -286は 弥 'i:.: 中 期 ー 後 期 m虹lo こ の 内
251 は 丹 旅 り 、 283 - 285、 は 肥 後 系 の 脚 付 さ の 別 に な る と 、息 わ れ る ., 288 -308 は 弥 ,,:. 後 JUl。 310 -321
は 占 打＼ 初 叫 で、 309 -3 15 は I I 紘端 部 に オ'; I'· のつ ま み 」： げ が 見 ら Jl る 。 322 -3!18 1よ 甕 の 底 部 で あ る 。
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Fig . 7 2 SX100 出 土遺物 (22) ( S = l / 2) 

こニニニコ

口＼ーニ'"'c=—--=-=—ぅ

-��-� ーロ"
322 は Ji紐IS を 焼 I必 後 穿 .fLり :12� - �48 は r. t ri氏 の も (/) で 、 弥 11: Jlif Jijj 後 'I� - �、 'i:. 中 期u :14 !) - :15:i は 脚 付 さ

の も の で、 弥 屯 後期 前 半の 肥 後 地）］か ら の も の か。 354 は 弥'I:. 後 Jりl llり 半 の 汁i筑後地）jに 兄 ら れ る , , い及心j
脚の も のであ る " 355 - 358 は 弥 ' I=.後期の も の であ る 。

:159 - 380 は 鉢 で あ る 。 こ の 内36 1 は Fづ く ね の 、 �64 は )Jじ 後 系 の 反 リ 込 っ た I I 枯 を イ「 し て い る 。 377
は 底 部 ケ ズ リ 。 378は 脚付 さ の も の で あ る。

381 ー 386 は JIt であ る。

387 - 405 は 翡％ で あ る 0 388 、 393 、 395は )'j旅 り 、 389は 暗文 が施 さ れ 、 Ji· 樅 り の痕跡が 兄 ら れ る 。
406 - 42 1 は 篠 で あ る 。 406 - 4 1 8は 中 夷 、 419 は 中 空のつ よ み部分であ る 。
422 - 437 は 器 台 であ る 。 4U -4;i:; は 弥生叩UJ、 4:34 - 4:17 は 弥生後期u

458 - 464 は 大 咄 壷 (�應） の 小 片 であ る n

4,15 ー 458 は 上製の特殊 品 で あ る 。 445 は 小 間 の ·,M で、 i 対(ij を 沈線 文 で飾 っ て い る 。 446 は 一 対の 円 形
浮文 を イiす る 他 の 小 片 で あ る 。 SD130 98 と liiJ 時 期か。 447-448は無形壷 も し く は鉢の ミ ニ チ ュ ア であ
る 。 449 - 451 は 鉢 の ミ ニ チ ょ ア で、 451 は 脚付 き で あ る 。 452 は 邸 杯 の ミ ニ チ 上 ア の 軸 部 で あ る。 453
は II ILの ミ ニ ＋ ュ ア か ，， 454 は 沈線で飾 ら れ た I:器 の小 片 であ る 。 455は 鉢 も し く は ジ J ッ キ 咽 の 上 器 で あ
る 。 456は 必 面 に ）�· 塗 り の痕跡の 残 る I沿�)',· であ る 0 457は 把T" で丹旅 り が施 さ れて い る 。 458は 粘 十．塊
で あ る 。

459 - 464 は イ了製 品 で あ る 。 459は 大 型 の 砥ィ i。 460は 中 JVJ ー 後 期 に か け て の 石 H J ' で輝緑凝灰府製。
461 はI.it:製石斧の .J,t 部破片。 462 - 46��は ） ヤ J.t-t製の石灸I]破），1 ・ 。 464は r,刃 ィ j 斧であ る 。

465 - 468 は 木製 品 であ る 。 / 1 1 1: ,-iく に は 伐採飯が残 る も のが多 か っ た が、 .: .: では ）�n Iこ を 施 さ れ た も の
だけ を 紹 介す る 。 465は 木杭であ る 0 466-468 は ）J11 - r: 木 で、 い ず れ も 釆llみ 合 わ せ る た め の 切 り 込みが施

63 



O
O
O
 

◇ 465 

ll I ll 20じ111一

□ J ; 
＼ 
\ 1 

｀ 
I _J 

( 5 = 1 /8)  

血

0
0
 Fig. 7 3  SX1 00 出 土遺物 ( 23 )

さ れ て い る 。 姓従部材か。 469 は イ ヌ ガ ヤ 製 の 椀 で あ
る U りり物 、 柾 n で、 細 か な ノ ミ 痕 を 持つ。 470は 桃 の
柿 了·であ る が、 両側 に エ グ リ を 持つ。 小動物に よ る b
の か 人為的 な）111 [であ る か は イ,IIJJ だが 、 浮 f と し て 利
川可能 な に め掲載 し た。 こ の よ う な 桃のf1T1 (4は他に も
数点出上 し て い る 。
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S0105 出土遺物
l 層 出 土遺物 (Fig . 7 5- 1 - 4 )

Fig. 74  S X 1 0 0 出 土遺物 (24) ( S = l /3 )  

- 64 一



1 - 2 は 弥'EJ:. a祁 の面であ る 。 1 は 弥生 後 期。 3 は 弥生 上 器の 甕 で あ る 。 弥 生 中 期0 4 は 弥生 I: 器の
心j昂 であ る 。 弥生後期。
Ill 層 出 土遺物 (Fig . 7 5- 5 )  

5 は (Cl. ノ ' I ' タ イ プの甕であ る U 弥 生 中 期 前 半。
水 口 状遺構出 土遺物 (Fig . 7 5- 6 - 8 )  

6 - 7 は 弥 'I: 1: JJ恰の喪 であ る 。 弥生 中 期。 8 は 砂府製 の 砥ィi であ る 。
そ の他の出土遺物 ( Fig . 7 5- 9 -20) 

9 - LO は 机、 'r-.上 tや の 壷 で、 9 は }'!· 冷 り が 施 さ れ て い る . 1 1 -20 は 弥 'l::. I: 器 の 甕 で あ る 。 l ] - l(i、 20

は 弥 11: 中 JUJ 、 1 7 - 1 9 は 弥 I�� 後期であ る 。
S X 1 5 0 出土遺物
l 層 出 土遺物 (Fig . 76-77、 PL . 1 5- 1 )

l - 2 は 縄文 I: 器の 深外で 、 2 は 内 外 lfli に 刺 突 文が施 さ れ て い る 。 後期。 3- 1 2 は 弥 'I:. t器の前t で、

弥伯jif 期後 ｀ド ー 中 紺Iヤ�J�nに か け て の も の であ る 0 1 3 は J:Olli質の..,·,� で、 時期心リJ。 1 4 - 40 は 弥 'I! 」: 器の甕
で、 1 5 は 弥生 前期前半 、 :l l は 弥生叩り後半 、 36 は 弥生後期 、 そ れ以外の も の は 弥 I柏jりjり1後 'I'; の も の で あ
る 。 4 1 は むに 42は ミ ニ チ 4 ア の鉢。 43は I·.製の紡鈍 ,11.であ る 。 44は砂府製の砥石であ る 。
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U 層 出 土遺物 (Fig. 78 )  
45は 弥小 」：器 の •並の II 枯 で、 内 血 に 突幣 を イfす， 中 国 地 ）iの I灌砂の影憫か 弥 4扉ilt/J.. 46-47 は 弥 ,,�

上 器の 甕 であ る 。 46は n tt部 と 突僻に 刻 I I を イiす。 弥11:_前 期。 47は小）「 であ リ 、 時 期 の特定 に は い た ら
な い p 48は 弥 'I: 上器の莉H、の脚部細 片 で、 外川iに J'J· 冷 り が施 さ れ て い る 。
底部直J:. 出 土遺物 (Fig . 78 )  

49は 弥 '.F. l: 器の ,:'�.t{,、の小）ヤ であ る ，
そ の他 の 出 土遺物 (Fig . 7 9.-...91 、 PL . 1 5-2) 

50 - 52 は 縄 文 I. 器 で あ る 。 50 - 51 は 縄 文 後 期 の 蹄 ヶ 崎 式 の 鉢 の 小 ） ヤ 、 52は 晩 期 の •,111�(}) I I 枯 か。 53-
78 は 弥牛 I: 器 の •,M であ る 。 5:i -54は椒付 糸の I I 給 で lりJ JVJ 、 55 -61 は 城 ノ 越 系 の r I l, 点 で 削 紺J 後 'I':. ー 中 期
前 'l's 、 67は _: lr< l :J 紐壷の 1 1 枯で 後 期 の も の であ る 79 - 1 1 8は 弥tJ. I: 器 の �� であ る 79は 仮 1 1 系の 1 1 絃、

' 、 I.
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Fig . 7 8  SX1 50出土遺物 ( 3 ) ( 5 = 1 /4) 
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Fig . B l S X 1 5 0 出 土遺物 ( 6 ) ( 5 = 1 /4 • 1 / 1 ・ 1 /2)  

80 - 84 は 板 付系 の 1 1 糸点 で と も に 弥 生 rilJ J訓 85-86 、 89 - 96は (Q. ノ 巾 系の n 絃 で前 期 後 'I':. - 中 期 Jjlj ,,� 、

97 -98は城 ノ 越系 で中期 前 -�、 99 - 100は 『:; ...:_祁式 で後 期 の も の であ る 。 癌の底msは 大 き 〈 ＇杓底 ( l O l -
108) と 上げ底 (109 - 1 ]8) に分 か れ る 。 1 0 1 の 底 部 に は 製作時 に 使 わ れ に 1J放物 ら し き 痕 跡が残 る 。 1 1 9

、

\\＼ーー4

0 5 cm 

一 7 1 -



は 弥牛 k 器 の 鉢 と 思 わ れ る 小 ）ヤ で、 1 1 1々 部 に 亥iJ 1 1 を 布 し て い る 。 1 2U - 1 24 は 弥 11::. I滑祁の此jif、 で、 123は
外面に ）・J 液 り が施 さ れ て い か 125 は 弥 牛 I: 器 の益 の 小 J'i· であ る 。 1 26- 1 27は 弥 Ir.. [. . 器 の 器台 で あ る ，9

128は ミ ニ チ ュ ア の Fづ く ね鉢であ る 。 129は 約 ド製の 悴 K で摩滅が激 し い。 130は イ i紙の 木 製 品 でサ ヌ

カ イ l、 製0 131 は 次）�II CfelJ Jヤ でサ ヌ カ イ ト 製。 132は�ilい で、 風化が激 し い。 砂 ’バ製。 D:3は 安 1 1 1 府 製
の石錘か。 1 34 は 安 1 1 1 府製の石作であ る 。 1 35 は如 I I :社製の）｝

・
+;石であ る . 1 36 は 木製の杭で あ る。

柱穴群出土遺物
SP 1 0 2 出 土遺物 (Fig . 8 2 )  

1 - 2 は弥生 I: 器の甕の 「 l 絃で あ る 。 2 は 必込め ヒか ら の1 1 1 Iこ。 と も に 弥生叩り1後 'j';。
SP1 0 6 出 土遺物 (Fig . 8 2 )  

3 は 如I:. r.. 悩の痰の I J 枯であ る ，， 弥 'I". " I 期。 4 は柱根 で桶みが激 し い。 5 lJ ,H根の 卜 か ら Hl : I: し た 木
材であ る ，） n根 断 lfli が斜め と な る た め 、 安定 さ せ る た め に 入れ た も のか。
SP1 09 出 土遺物 (Fig . 8 2 )  

6 は 弥1[� ,�器の鉢の [ I 絃 部小） 'j であ る 。 弥生後期か。
SP1 5 4出土遺物 (Fig . 82 )

7 は ((I, ノ 巾 タ イ プの l!� の II 紐、 8 は 城 ノ 越式の癌の r i 絃であ る 。 共 に 弥 生 中 JりI 1ilf .,,,。
SP1 40b出土遺物 (Fig . 8 2 、 PL . 1 6-1 ) 

9 は 礎板であ る 。 l*Ji 1£ii カ マ ポ コ 状 で中 央11111 11!訓i に 切 り 込み を 持つ。 弥'I;.後期か。
SP1 40c 出 土遺物 ( Fig . 8 2 、 PL. 1 8-2)  

1 21:l: 弥小 I·.器 の 9他の I I 杖 で、 1 1 絃部 に は わ ずか に 刻 [ I が残 る 。 弥加拘J関が 10は ti根 で、 /M l川 は lfli取
り を 施 さ れ に 痕跡があ り 、 底面 に 派ILみ介わせ る た め の 切 り 込み を 打す る 。 1 1 は礎板で、 底 而 は 「 ハ 」 の
， ;: 状 に な る が、 �r 1(ri カ マ ポ コ 状 で 中 央iJIIJ ,m を りJ リ 込み を イiす る 。 弥'I�後 期 か。
SP1 40e出 土遺物 (Fig . 8 3 )

I :� は柱根で、 l.',J IJt-1 は lfi i収 り を 施 さ れ 、 底部は礎板 と 糾 み合わせ る た め の l)J り 込み を イiす る 。 1 4 は 礎板
で、 間(ii カ マ ポ コ 状 で中 央1111] lfli に 切 り 込 み を イiす る 。 弥牛 後期か。
SP1 4 0f出 土遺物 ( Fig . 8 3 、 PL . 1 6-3)

1 5は']fJ、 '!:. 1-. 器の 久\[51(じ箭 で、 外 lfli お よ ぴ 内 [(Ii I·. 部に ）']· 冷 り が施 さ れ て い る 。 )6は弥 'I�. I:: 器の甕(l) I I 絃部

小 Jヤ であ る 。 共 に 弥 佃 I リtll. 1 7  lj. 礎板で 、 底1Mが I V 」 オ：状に な る が、 断 1ai カ マ rド コ 状 で 中 央に 切 り 込
み を イIす る 。 弥生後期か ．，

SP1 4 7 出 土遺物 (Fig . 8 3 )
J8は礎板で、 'I'·栽 さ れ た 木材の I '.部 を 'Ii.j I I に ）�I I r :  し て し ヽ る 。

SP1 9 8 出 土遺物 (Fig . 84 )
19は弥生 I沿怜(/) •,M の小破J', であ る 。 20,よ ｝加I":. I: 器の ミ ニ チ ュ ア の 鉢であ る 。 2 1 は礎椒であ る 。 附i 伯i カ

マ ポ コ 状 で 中 央 に 切 り 込 み を イi す る 。 弥生後期か。
SP202出 土遺物 ( Fig . 84)

22-23 は 弥1l� I·. 器の視の II 紐 で弥 'I:. 中 期。 24 は 弥 'r-. I; 岱の鉢の 「 l 絃であ る 。 25は礎板であ る 。 断 面 カ
マ ポ コ 状 で中 央に りJ リ 込み を イ［す る 。 弥生後Jり）か。
SP2 0 3 出 土遺物 (Fig . 8 4 )

26は礎板 であ る 。 断 面 カ マ ポ コ 状 で 中 央側 1friに 切 り 込 み を イiす る n 弥生後期か。
SP2 1 1 出土遺物 (Fig . 84 )

27は靡F. ,� 器の短頸•派の II 絃であ る 。 28は 弥 'k L: 器の糀の脚部で、 弥'I: 後期。 29は 弥'I·. L器の鉢の 1 1
枯部小 片 であ る。 礎板は安令 鳩 り 上げ る こ と は で き な か っ た か 、 断 而 カ マ ポ コ 上で 中 火側 面 に 切 り 込
み が施 さ れ て い た 。 弥生 後期か。
SP2 1 7 出土遺物 (Fig . 8 4 )

aoは礎板であ る 。 枝 打 ち さ れ た 太めの技 を そ の ま よ 利川 し て お り 、 ）JI! [ を 施 し !..: 痕跡は特に 兄受け ら
れ な い。

- 72 -



ーロH

S P l 54 7
 

了
Ii

b
 
゜り

4,
 
••

 

ロ
ニ

SP

口
SP I  40c 

( S = l /4 )  Fig . 82 柱穴群出 土遺物 ( 1 )

。

ー 73 -



SPl 40e 

ニ

：

SP 1 401 

•‘、

口

SP l 47 

二"
Fig . 8 3  柱穴群出 土遺物 ( 2 ) ( S = l /4 )  

SP2 1 9 出 土遺物 ( Fig . 84 )
31は礎板であ る 。 柱根 と 紐み合わせ る た め に 中 央 l ·.而 お よ ぴ両 側 而 に 切 り 込み が施 さ れ て い る U 弥生

後期かU
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SE295 (Fig . 8 6 、 PL. 1 7-2)
CR!15 ク リ ッ ト か ら 確認 さ れ た ） 1―'r i であ る 。 1勺f1i 形 は 幅 東 西約 1 . a m 、 南北約 1 . 6 m の fl,'J})L )j 形。 I: 部は

拙鉢状に Jl、'が り 、 約0 . 6 m は ど か ら 径約0 . 8 m の「 ' l 形(/) 堀 ガ と な る n 令休の 深 さ は 約0 . 9 m で あ る 3 北 東 部
(1) コ ー ナ ー か ら 延 ぴ る 溝 は 、 ）杓 i か ら 溢れ I l l た 水 を 逃がす た め の 施設であ る 11f能性が泊j � 、。 北側 に 接 紬
す る 禍 に つ い て は 調代区の I剥係上 、 明確 に は で き な か っ た。 I I I 上逍物 は 弥 'I:.後 期 ～ 古!fl 初頭の I一． 器 • 石
岱卜 、 時期不明の木材 であ る が、 jl({ 卜の状祝か ら 中 111:(1) 逍構 と 打 え ら れ る 。
SE335 (Fig . 8 6 )  

CQ55-CR55 グ リ ッ ト に か , ,. て検 出 さ れ た し城 で、 JI:/ i に な る 1 1f能性か翡 い。 ‘杓f
l

i Ifク は 束北 南 西 lllJ で

約 1 . 5 m 、 北西 — 1H 米 IHJ で約 1 . 2 m の開）L長 ）i 形。 断 lfll 形 は l:Ji に わ ず か に !JU さ 、 求 側 は 約() . 2  m は ど の テ ラ
ス 状 と な る 。 令体の深 さ は約0 . 8 m であ る 。 南側 に接続す る 溝 と の I関 係 は 明 確 に 出 米 な か っ ん。 出 I迅i物
に は 弥生後期の Iこ器、 時）り］ イ；明 の 木材 が あ る 。 埋」',(!)状況か ら 中 111:(1) 迅枯 と � え ら れ る 。

溝状遺構
50275 (Fig . B S )  

CS53 -CX53 グ リ ッ ト か ら 検 出 さ れ た 逍 構 で 、 736 737 Iご区の SD130 と 辿 (/) b の と も 名え ら れ る 。
約 1 5 . 8 m 分 を 確認 し に。 束側 は 撹丙Lに よ り 破壊 さ れ 、 南 1UIJ ・ 西llllJ は 1JIJ森区外へ と 続 い て い る 。 断 lfli Jfク は
逆台形状 と な リ 、 深 さ は約O. 5 m を 測 る 。 SD130の K う な二段掘 り の艇跡は 1認 め ら れ な か っ た。 / 1 1 t-. 辿物
は 弥 ）I: 後Jり］ 一古JJ't 初叫の I:器 を Ill 」： し て い る 。

土濱
SK265 ( Fig . 8 7 、 PL. 1 8ー1 )

CW53 -54 グ リ ッ ト か ら 梃 l l さ れ た い椛 で、 束 側 のSK320 を り1 1 て い る 。 隅 ）L 1.:: ); Itク の f 1lJiプ ラ ン を
イi し 、 長 軸 約1 . 5 rn 、 夕�l 軸 約 1 . 0 m 、 深 さ 約0 . 5 m .  i� 軸 の傾 さ は N 77' W を 測 る 。 J児上 は イ湛lJIIJ 的 な 肌
没 を し て お リ 、 3 · 4 M 中 に )',: 1-:. の炭化物 を 含み 、 さ ら に 3 M に は 焼 I·.が 兄 ら れ た。 迅構収 lfli に は焼 か れ
た瓶跡は認め ら れ な い。 追物は 弥 佃 I 憫I i iり 平の L器 ） ヤ 、 サ メ カ イ ト 製の ス ク レ イ ノ ゞー を I l l I·. し た。
SK266 (Fig.  8 7 )  

CV53 -CW54 グ リ ッ ト か ら 検 出 さ れ に l:J廣 で、 東側のSK28!1に りJ ら れ、 西側の SK320に 切 ら れ て い る 。
J,� ,1,: 的に は隅）Lli )j 形の 1勺(ri プ ラ ン を イi し 、 1乏軸約2 . I rn 、 知軸約 1 . 5 m 、 深 さ 約0 . 35 m 。 K 軸 の傾 さ は
N 68 -W を 測 ふ 肌 I·.は 1· 1 然地没 であ リ 、 4 M 中 に �·l茶色の 焼 ,-. を 確認 し に が、 辿構収面 に は焼 か れ た
痕跡は認め ら れ な い" Ill I_: 逍 物 は 弥,,� 中 Jりl llり 半 の K 樅 ）.,. 、 サ ヌ カ イ ト 製の ス ク レ イ パ を 出 ,.. し た 、9

SK280 ( Fig . 8 7 、 PL. 1 8-2)
CU54 グ リ ソ ト か ら 検1 1 1 さ れ た u檄 であ る 。 隅）しl,cJi形 の 杓f1iプ ラ ン を イ［ し 断 川i ll�は 南側 の み フ ラ ス コ

状 と な る 。 法 1,t は 比1411約 l . 5 m 、 �i.軸約 1 . 05 rn 、 深 さ 約0 . 3 rn 。 j: 軸の傾 き は N 61 ' W を ifliJ る 。 肌 I:は 自
然肌没で あ り 、 4 府 中 に 焼 」．． を 確 認 し た が、 逍構児 血 に は 焼 か れ た 痕 跡 は 1認め ら れ な い。 出 K辿物は縄
文 I·. 器）'1 、 弥 'I� I:器）ヤ を I l l I: し た。
SK270 (Fig . 8 8 )  

CU54 ーCV5-1 グ リ ッ ト か ら 検出 さ れ た I:堀であ る 。 は ぽ円 形 の ‘附 而 プ ラ ン を 布 し 、 径約0 . 8 - 0 . 95 m 、

深 さ 約0 . 35 m 。 上 軸 の傾 さ は N 53' Eを 測 る . J-11! I: (1り に は 人 為的 な J刑没 と 、息 わ れ る 。 逍物 は 弥生 前 期 一
中 尉I 1iiI '卜 ま での K器） ヤ を 出 上 し て い る 。
SK305 (Fig . 8 8 )  

CR55-CS55 グ リ ッ ト か ら 検 I l l さ れ た 1サA州 で、 南 束側 の コ ー ナ ー を SK295に 切 ら れ て い る 。 開）L Jl: )j 
形の .., 勺(ij フラ ン を イ［す る が、 断 ITli は 北西側 の コ ・・ー ナー に 向 か っ て 拙鉢状に 沿 ら 込 ん でゆ 〈 。 北西 コ ー ナ
一 部は ピ ッ ト 状 に •段低 く な っ て い る 。 法 li:t は 長軸約 1 . 7 m 、 紐軸約 1 . 1 m 、 深 さ は北 洒 コ ー ナ 一 部 分 で
約0 . 4 m n E 軸の1煩 き は N-77"-W を 測 る 。 郎」： は りJ リ 合 い の 11J能性 を ぷ す も の では な く 、 人為的 な 雌 没
と 、思 わ れ る 。 I I I l:j伐物 は 弥生 ヒ 器の小片があ る 。
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6 成},Ji;色9げ! I· . C 7 /f'I I 1い人）
IV 7 決茶l•k色枯牧 J (地till

8 11/',i{J火 (t,, • Iし � (J息111)
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SKlllll 
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V Ii lk茶灰色粘'R.I: (地111)

Fig . 8 7  SK285 • 2 66 • 280 ( S = l /40 )  
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Fig . 8 8 SK270 • 305 • 2 9 0  ( S = l /40)  

SK290  (Fig . S B )  
CS55 -CT55 グ リ ッ ト に か け て 検 11 1 さ れ た 洛 し 穴 状逍構であ る " 卵 間 の 'I勺Iii プ ラ ン を イ［ し 、 断 rfli J杉

は揺鉢状 で l : )j に ）公 く llrl い て お り 、 純然 た る 沿 し 火 と し て 機能 し た と は り え に く い。 W l,t は lと軸約 1 . 3
m 、 灼軸約0 . 8 m 、 深 さ 約0 . 4 m 。 i:1141W) 領 さ は N 82 E を 測 る 111 I: 逍物に は 弥生 中 期の I·. :t:;. Jヤが あ る J

不明逍構
SXJOO  (Fig . 8 5 、 PL . 1 9 )  

CR54 グ リ ッ ト 以 末 で確 1認 さ れ に 、 地 形 の 治 ち に 伴 う b の であ る 。 北米側 は ill:Hr.対泉地外 よ で紬 い て い
る ‘り 初 は 初 水 地 で も あ り 、 I: 器 を 多 く a\ I·. し I..: た め辿構 と し て い に が 、 人為的 な狼跡 を 付 た な い た め
「l 然地形であ る と 判 断 し た。 J. i:� は 弥化後期一 占りHJJ叫に かけ て の b のであ リ 、 西 側 の 洛 ら 込み 付近か
ら の i'II I: が人平 であ る C こ の他のII I t: 迅物に は �t1 、 ,{ i 器 な どがあ る。
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こ (/) I蘭 忙区か ら は 弥生 J·. 器 、 1:0rli r, 怜
を 多 く 1 1 1 L し た。 弥11:. I: 器の 多 く は 辿
構か ら 、 K 師 i砂 の I L I  1-. は SX300か ら の
/l I I·. がtであ る 。
SE295 出 土遺物 (Fig . 8 9 、 PL.20- 1 )

l ー 4 は 弥 生 上 器の泊tで、 弥 'I:. 後 期
ー 終 木Jりj(/) も の であ る 0 5 - 10は �の
1 1 絃部の破 ） 「 で、 5 は 弥 り： 後 期 、 6 -
7 l .t. 弥'I:終木紺J 、 8 - 1 0は 占れ時代初叫の も の で あ る 。 1 1 は 弥11=. 1-. 器の別の 底 部 で、 底の 部分に は 焼I必
後 、 穿1Lが施 さ れ て い る Q 12 ー 1 3 は 閥J{、 で 、 1 2 は 弥 'r.時 代 後 期 、 1 3 は 古りI 時 代 の も の であ る 。 1 4 ー 1 5
は l苅Iii 器の」·1t であ る 。 l 6 は 弥生 I: 悩の鉢であ る " l 7は ミ ニ ナ ュ ア の脚付 さ 鉢 であ る 。 1 8 は 石 蝕 J

會
(7)破）ヤ

。 l!lt'lll 

二 13 )_

3 . 出 土遺物

、、
�:·

月�,,
� 0 :l cm 

一

Fig . 8 9 SE295 出 土遺物 ( 5 = 1 /4 • 1 /2)

で粘 板府製. 19は ス ク レ イ パー で1.1.\ llitl 石 製 で あ る 。
S0275 出土遺物 (Fig . 9 0......,9 1 )

1 - 5 は 弥屯 I:器の.,他の n 秘部ー）i J 部 に か け て のf成 ） ヤ で、 弥 屯 後 期 一 古附初叫。 6 は 弥 1t I: 器の祉！の
底 部 で あ る 。 7 ー 1 5 は 弥 牛. I: i怜の 却朽M の 1 1 絃部 であ る 。 8 · 1 3 ・ 14 は 二 {( I I 紐 、 そ の 他は 広 1 1 の'<i':l で
あ る 。 16は 弥生上；怜の小咄板であ る 。 17 -24 は 迎の 1 1 紐部であ る 。 1 7 は 弥生 中 Wlo 18-20 は 弥 ,,:.終 -1<u

21 - 24 は 占 ±J'I 時 代 初 頭。 25 -ZH態 の 底 部 で 、 25 -26 は 弥 1.1� 中 期 、 27は 弥 4ー：． 終木 期 。 28 は 弥 生 K 器 の
人・）利 洸 であ る . 29 - 3 1 は 弥 'I: 後 期 一 占t代 初 叫 に か け て の 鉢 で あ る 。 32 は 鉢 の ミ ニ チ 7 ア であ る 。 34 は
l:ruli 器のj\':冴 で ある 。

SK285 出土遺物 (Fig . 9 2 )  
l 層 出 土遺物

1 は弥'I! r. 器の•祇 で あ る 。 2 - 4 は 弥生 l: 器(l) ¥.もの 「 l 絃 部 で、 弥屯時代中 期前半。 6 は 弥 生 t器の3認の
Ji.!; 部であ る 。 58 は 弥 生 I: ?.伶の恨i頸祇で、 弥生' I澗J。 7 は サ ヌ カ イ ト 製の ス ク レ イ バー で あ る 。
ll 層 出 土遺物

8 は 弥生十． 器 の 甕の 1 1 は部小）卜 で、 弥 牛 中 期 1iii 'Iら
冊 層 出 土遺物

9 は 弥生.r.?. 彩の甕の 「 l 絃 で、 弥生 中 期 前 1匁
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Fig , 92 SK265 出 土遺物 ( S = l /4 • 1 /2) 

こ の他の 出 土遺物
l0 - L3は 弥 ,,� J: 器の痰の I I 枯部破）ヤ 、 14 ー 1 6 は 弥 'I� I: 僻 の 疫 の 底 部 で、 い ず れ も 弥 ' I:時 代 中 期 11if 'I"

の も の であ る 。
SK266 出 土遺物 (Fig . 93,...,94) 
1 層 出 土遺物

l は 弥 'I� I·. 器の泊tの I I 粒部であ る 。 2 は 弥 'I: I:: 器の ·,ii�の底部であ る 。 3 - l l は 弥 1l· I: 船の別の 1 1 穀 部

で、 似L 叩gJliり 'I\ 1 2 - 13は 弥 4・ ヒ t怜の 3應の /J.t 部 で 弥 佃 I 澗J。 1 4 一 L5は 弥 ,1:_ L 器 の 鉢 で 、 1 4 は 三 iり 1杉
に せ り I l l し た I I 枯部分 に イし を 設け て い る 。
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Fig . 93  SK266出 土遺物 ( 1 ) ( S = l /4 • 1 /2)  
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25は 弥生 I: 器のI公 l 」 、他の 1 1 1,文部で、 弥 'l-. 11�代
叩u1 , 1 傾。 26は 弥 'I� I沿の•他の底部で、 外 1M (/) 
一部にH冷 り が残 っ て い る 27-31 1よ 弥 小 I: 器

IJ�H\,iり 紺H女 ‘ド ～ 中 J
32 -% は 弥 11:. I船のi歴の］必部で、 弥屯時代中 jりJ.
37-38は 弥 小 I. a品の 器 台 で 、 弥牛時代中 JUJ, 39 

は サ ヌ カ イ ト 製の ス ク レ イ パー か，
SK320 出土遺物 (Fig . 95)  

SK320 は CW53 グ リ ッ ト で検 i'II さ れ /..: I: 城 で
あ る が、 SK265 、 SK266に よ り 大 ‘ド を 入 わ れ 、
フ ラ ン や埋 I. な バよ イ渭JJ であ る り 推定復 几 では
SK265 と [nJ 規校の開）し1-di 形 の I:吸 であ る と 名’
え ら れ る 。

1 - 3 は 弥'I. I: 盛の喪の 1 1 i点 部 で、 ｝加t時 代 中 川扉i 'I',。 4 は 1加I:II、i 代の 洸(/)底部で弥4時代中期。 5 

は 仇、'I· I: 器の外で、 内 外 爪i i、` ミ ガ キ を 施 し て い る 。 弥4時代中紺l tiり 'I� か．
SK280出 土遺物 (Fig . 96 )  

I 層 出土遺物

こ
() :1 ... , 一

Fig. 94 SK266 出土遺物 ( 2 ) ( S = l /4 • 1 /2) 

1 は弥生 I: �;iり） ・,Mの 底 部 であ る 。 i 'よ 亥1J 1 1 突幣 を 介 す る '.l,'J:11 L器の�tのm�i msであ る
そ の他の出 土遺物

3 は縄 文 I. 器で、 I I �秤 1W 亥I] f I 突 僻 を イi す る 鉢の戚 J'i であ る 0 4 は 弥 化 J: 器のJJl11J l°rlS破 I「 で、 : 1り 突僻
を イ」 し て い る 。 5 は 弥生 I: 器のう慇の底部で、 弥 生 間 代 前 JUJ。
SK270 出土遺物 (Fig . 96 )  

I 層 出 土遺物

、、
エ.. 

, 

ヽ＾｀ 

(I l()<,111 

� 
ヽ ヽ

Fig . 9 5  SK320 出土遺物 ( S = l /4) 
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月 0戸 I - ,; \Jd 
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了ロ アロ
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ロ

l l  

SK305 

り IOt,,,一

麿� Ill

＂？
 \! ］ ー3 

、9

、9

ヽ、

y: 15 

Fig . 9 6  SK280 • 2 70 • 3 0 5 • 2 9 0 出 土遺物 ( S = l /4) 

6 は 珈I·. I: 器の�,�(/)底部であ る 。
II 層 出土遺物

7 1よ I I *次ms破J', で、 内外IMに 1 条 の 沈線 を 施 し て い か 0¥1, 11:.」沿怜り） ，,:'1�か， 8 は 弥'I·. I: 器の虎の 1 1 絃部
であ る 0

そ の他の出土遺物
9 It. 似I: I: 器の·,他の 1 1 紐 部 で、 J, J 部に 弱 い 段 を 残す． 弥4浙f期 前 ·11:. IO ii: 弥,, . I .  器のJJ!ol l\lS小 片 で、 �lx

リ I ll し た 部分 に 刻 II 突帝 を 1iす る 。 1 1 - 1 2 は 弥 'k I: 悩の＇,他の底部で、 弥4時代 1iiJ JUJ, 1 3 は 弥牛時代の迎
の I I 枯部で、 弥生前期。
SK305 出土遺物 ( Fig . 96 )
1 層 出土遺物

1 4 は 珈I: I: �;.;: の I公 1: 1 盛。 1 5 は 弥生 l·. 器の 11eの 1 1 絃 部 で弥生 巾 期。
そ の他の出土遺物

LGは弧 I: �: 器の鉢であ る 。
SK290出土遺物 (Fig. 9 6 )  

1 1 - 20,  よ 似J;. I:. 器の糀の n 絃部 で弧I=.時代叫りl li砕 — l 峨 2 1 は 弥 11:. I灌． 器の!!しのJ,'饂 で 、 如t 時代 " I
期 か0 22 -23は 弥)1�. l: 器の鉢であ る 。
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Fig . 99  SX300出 土遺物 ( 3 ) ( 5 = 1 /4) 
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Fig . 1 00 SX300 出 土遺物 ( 4 ) ( S = l /4 )  
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一人贔 '"
,\11:� 9 ,,. 

□〗""

剛 202

□□ 

巳 『三
200 (l/2) 207 (l/2) 

器の大咄根 であ る ） 27-42 は 弥 'r-.上 悩の糀の 1 1 秘
部であ る 。 27 は 弥生前期か。 28 は り加j; 前期後半．
zgは 似1:.時代 1 j .1  Jり] 1iif ,,,,。 :io- :�3
虹 34 - :{Sは 弥牛時 代 中 期 後 'I!:.,. :�6は I I fぶm(/>二一 r /V'C' lr'°"""、 ＼・

'6, I \ 一
ヶ 所に 1L を 確閲 し た 弥 'I:_中期の 短頸並であ る 。 37
ー 42は 弥 �1� 時代後期， ,1 3ー 44 は 弥4時代終 木 期 で

、.,__ ..,_ ,,_y あ る 。 45-56は弥 11=. I: ー枠の枇のJi(部 で あ る 。 45-
46は 弥 '1·. ll切Ylo 47-52 は 弥 加 , , 期， !};!-�!)は 弥 生
中 期 後 ‘ド ー 弥'l'. 後期前 'l's で、 肥 後 系統の も の か。
56は 終＊期の も の であ る 。 57 -67は 人·型の｝他の I I
秘部で、 57- 63は 鋤 先 1 1 糸如系 、 6it - 67t.l: I 〈 」 の
'r: 形 1 1 紐系の も の であ る , 68 は 1昧',;の JJiuJ部I波 ） ヤ で
あ る 0 69-70は 人 1','1 11� の ）i i 部戚 ）『 で あ る . 7 1  -
105 · 1 60 ー ] 65は 占式 1·.n,rr ?.:-.\ の 別 で， 占 肌 IIか イ し 初
叫。 1 06は 占 J'.\ ばrli a;;: の 視 の lt"s.: 部 か。 107 - 108は
弥,,�.時代後期Cl)'他の底部か0 ] 1 0 - 1 20は 弥生 k 悩
の 鉢 で あ る . 1 1 1 ・ 1 1 9は Ji'� ms � イLn 1 20は ）)'= ms 欠
洛。 1 2 1 は 弥 生 」：料の脚 付 さ 鉢か。 弥 1.1:_後 期。 1 22
- 1 32は 古式 l.:r.rli ?.ft: の浅鉢 ( IUl ) で 132 は Fづ く れ
品。 1 33 - 1 �9は 弥生終木期 か ら 古.t{'ゆJ叫 に か け て
の外であ る 。 1 40 - 1 45 は ミ ニ ・チ ..L �「 の r,づ く ね鉢
であ る。 1 4G - J G9は 1淵iii ?.怜の月 l で、 古J{'1 時代初叫。
166ー 1 74 は 弥 'I� 1-. 器 の 位甚 で1,)、 '[:_ 後期. 1 75- 1 83 
は I:帥 悩の 似；.I..(- で あ る 。 184 は 中 国 地 ）jか ら の 彩祁
か。 1 85- 189は 翡 j (-、 の ミ ニ ナ 1 ア と 、息 わ れ る 。
190- 191 は 仇が 中 JU] の 器 台 であ る 。 1 り2は 弥 生 終
和間の 器 台 で あ る。 1 93 - ] 94は 1 -. n,11 悩(/) ?.恰 台 で 、

1 93の Uli;l{!IS 中 央 に は透か し が施 さ れ て い る 。 1 95-
197 は 弥 生 1拉岱 の 益 で あ る 。 198 一 L99は 弥 'I: I. 器
の J伽l 部） ',· で 、 沈線 文 が施 さ れ て い る ， 200 ー 202は

205 し 1/4) 弥f j;_ u.i�(/) r, づ く ね甕であ る 。 201 は I:製の松造鋭
であ る 。 2011 は !.l\ 11/tl ,{ i Cf) -こ次）�II 「;�U J ',· であ る 。 205
は砂府製の砥ィ i であ る 。 206は 木 製のヘラ と 息わ れ
る 破 J「 であ る u l07-208は板材の小戚片 であ る Q

SD2 72 出土遺物 (Fig . 1 0 4 )  
l - 2 は 弥生 I:瑞の甕の 1 1 紐祁で 、 l は弥生叩tjJ

riif 'I';、 2 は 弥 'l"E.叩VJ後 ‘ド。 3 は ア メ リ カ 式イ i鐵か。
黒llitl石製。

三）

＾ 免
c:::::::::: ブ 204 

0 IOC"m 
� 

（） .,
 
＇

 
c
 

r、J

4 . 小結
n1-13s 「．区は '''1 ヤ�J北側 に位 ii'lす る ¥ ,�}ふIt石伏迅

跡、 t It島 IIIL ヶ 町逍跡 と 1 10時期のm跡 と 乃え て 』,\J1f. を
H な っ て さ な が、 時期的に ..: れ ら よ り 遡 る 弥,,� 中 期

の逍構群を 検 Ill し f..: a )乱校は明確に は で き なか っ た
か、 ii!)』地区に も 'Ii\·HJi且 跡 と r,o時期に 人 々 が括仙 し

夜ミ三ェ：
201! ( 1/2) 

( S  = 1 /4 • 1 /2) Fig . 1 03 SX300 出 土遺物 ( 7 )

- !,J,1 一



て い た 痕跡 を 確 必 し な こ と は734 737 [区の溜）I·、1犬追構の検/1\ と ）しに
火 さ な成 呆てあ る

特殊なi且物 と し て はSD272/I\ l: の ア メ リ カ 式石紙があ る こ の石狐
は 心O,',lff.区の北に所在す る 水 111杉 ノ 本逍跡で も 数、1,1H I\ I. し て い る 。 追
構「 I 体の残 リ は 悪いがこ のi且柚の I Ii l: 逍物は 弥,,'..中 期であ り 、 水 111杉
ノ 本遣％の も の と 時期的に も はばー攻i る 水 111 杉 ノ 本追跡 ('常） I ]迅
跡） の 人 々 の 生柄 を 復 ）しす る ため の ·!IJJ と ）成 り 得る かは今後の 周辺訓
介の‘火抽 を 1かつ し か な い

今消が • お け る IIIJ辿.i.'.( と し て は SX300の /l\ l:;i'.t物の削釈があ る。 II、}
1111的な制約 I: 、 J間 I: を 11(機I. よ り 掘 り 1 ·. 1rての 肌物採巣 と い ') f· 法 を

一亨� I ,_戸― 2
lJ 101111 

属ヽ— 贔
＜

 
<:::;;>

 

。 :l rn, 

と ， た が、 J .製校辿鋭や ミ ニ チ J ア の Fづ く ね 品 な .i-·が数 多 〈 n1上 し 、 Fig . 1 04 SD272 出 土遺物
水辺祭）JIじが行な わ れ て い た nJ能件がI ll て さ て い る 。 今後こ の地区で,J1J ( S = l /4 • 1 / 2 )  
介が行なわ H る 際に こ の 、I訳 を 確必 し なけ ればな ら な し ‘•
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西側 を SD2 10 · 220に 切 ら れて お り 、 西側ではこ の続 きとな リ そ う な 追構は確認 さ れ て いない。 輻約0 . 5

m、 深さ 約(I . ] Ill、 検 出 し たIi さ 約 17 . 5m。 断面形は逆 台 形状 と な る。 追物は弥 ,,,� I: 器 ） ヤ 、 !.I.\ 11/d � i 片 を 出
K し た が、 時期の特定 に イミ る も のではな い。

SD2 1 0  (Fig , 1 06 )  

CS39-CR38-CS35 グ リ ッ ト にか け て 検 Ill さ れた 南北}j向に 足 る 辿柚で あ る d SD351 を な ぞ る よ う に
りJ っ てお リ 、 SD228に りJ られている。 北11lll 、 1tJ 1JIIJは晶In[?(外へと延 ぴて お リ 、 幅約0 . 5m、 深さ 約0 . 2m、

検出した L� さ 約 1 2 . 5m。 断 而形は緩やかなU'j-:状とな る 。 辿物は弥 生 日． 器）に 陶 器 J'i· 、 磁 器 ） 卜 、 J.1、し 11{11 1 i 

）「 な どを I l l t し た が 、 時期の特定に1ミ る よ う な も のではない。
SD220 (Fig. 1 0 6 )  

CQ36-CQ:�8 グ リ ッ ト にか け て 検 出 さ れ に 、 北北束か ら 南 南 西に 足 る it!構であ る 。 SD200 を 切 り 、 南
側は戯 代 区 外へ と 走 る 。 幅約0 . Gm 、 深 さ 約0 . 15m、 検 /JI し た 長 さ 約7m。 断 1lli Jtaは級や か な U'r冴人と な
る 。 逍物は黒11/J!,{·j J'i· を 出 上した が時 期の特定に令 る も のではない。
S0228 (Fig ,  1 0 6 )  

CR35-CS39 グ リ ソ ト にか け て 検 出 さ れに 汁·i -11: )J 1{リに走 る 逍構であ る U Iり 初は北 fllljと 1H 11l1J (/) 一部 を 検
出 し 、 別の辿構として い た が、 調ff. 区の拡張に伴い •述の逍構であ る こ と が確認 さ れな ため、 名称を
SD228に統一 し た ＂ そ れ以前に』,'Jff. 1><:J協に+JI= 水の為の71り を 1/i!I 削 し ており 、 糾i 呆 、 辿 構 n 体に大 き な ダ メ
・ ジを 'jえ て し ま っ て い る ， 辿枯はSD220 · 240 . SX 160 を l�J り 、 北 !tllJ 、 1ti側は調介区 外へと延 ぴ て い
る 。 船約0 . 5111 、 深 さ 約0 . 2m 、 検出 し た長 さ 約 12m.. 附渾 i 形は緩やか なU'j:状とな る 。 こ(/)辿構か らは、

逍物(J) /1 1 Iてはな か っ た。
SD230 (Fig .  1 0 6 )  

C036-CP38 グ リ ッ ト にかけ て 検 /] I さ れた 、 北西か ら 巾 求に級やか な弧状 に ,g る 逍構であ る SD200 

と これに平行に存在す る 小 I:鼻J廣詳に 切 ら れ、 南側は澗 1tlメ：外へと延びて い か 幅約0 . 4m、 深 さ 約0 . l m、

検出 し に 艮 さ 約7m。 断川 i形はレ ン ズ状となる。 この逍構か らは、 逍物のn1. 1-.はな か —) 1..:. 
SD240 (Fig . 1 0 6 • 1 0 7 )  

CT:39 -CW34 グ リ ッ ト 、 CX33 グ リ ッ ト か ら cv:�2 グ リ ッ ト にか t r て 検 I I I し た 、 北求か ら 南西にIじ る 追
構で、 北 11111 を SD228に、 南側の 部を I :城に よ り りJ ら れて い る ＂ 庫伯約0 . 4rn 、 深 さ 約0 . 2m 、 検 I l l し /..: J乏
さは途中で切れ る 邪分 も あ る が約25m。 Iボ�r rfli形は級や かなU'和1犬とな る o I I  I l·.i且物には1；加L後期の I灌炸
片 、 1:r.11i 器）ヤ 、 掬 器 ），1゜が あ る が、 時期の特定に ii る も のではな い。

水 さ ら し 土凛群
水 さ ら し I:堀群は、 調介区(/)西側にあと る 谷地形の州 ち 込み部分 、 水(/)?W さ I I I る 灯灰色粘 1-.に伽り込

よ れ、 刑 t·. も 地 1 1 1 I: かわ ずかに変色 し て い る 杓 J父であ っ た 。 こ のため雌構検 I I ',は困 難を極め 、 周 辺 よ り

SD 1 90 SD240 
6 .0111 6 .2111 

3
 

三り Im

I lll'I! 火茶色帖改 I: (般化以少J,i:t) 
2 11rr1火茶色粘n1. c 1 !Mょ ') fli11:、 ll'f化似f,l大）
3 昭灰茶色f/,'f'{ l. (代ft:.«久 名 /,! �)
,I 灰北色砂\'t I (J胆 1 1 I、 11 ill 人）
I Uj'j 褐色粘't'l L (地1 1 1)
I I  t炎 l火 111 (!� 柑，ャ� I (JIil山）

I 1 i.\\ J,/i. 色枯 I
2 /I.I色枯 I

I I  3 )All火色,1, l CJ釧 lの i'il-A: 色f/, : 1グロ ッ ク を 多 く �It)

Fig . 1 0 7  S0190 • 240 土層断面図 ( 5 = 1 /40)
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SK358 SK359 SK360 SK36 1 

5 •Im ri.  Im 5 llll 
.i.4m 

� � -量
SK362 SK363 SK364 SK365 ーロ ー ーロ ー

SK366 

f, 4111 s , 1n, fi.1111 

SK367 SK368 SK370 

5 .4m 5. 1111 5 . ,lm , 

� � � 

ー-— , ·— 

Fig . 1 09 水 さ ら し 土濱群 ( 2 ) ( 5 = 1 /40) 

も 粘 I:が柔 ら か い 部分 を 捜 し I l l し て 作業 を 進め る よ う な状況であ っ た り

SK257  (Fig . 1 0 8 、 PL . 22ー1 )

5 りm

!, t>111 

/ 

Ci 菖 ' "'

CU38 グ リ ッ ト か ら 検/H さ れた隅丸台 形 の 、p: ,aiプラ ン を 布す る 」:J廣 で、 ク リ ッ ト か ら 北西側 を SK35Zに
切 ら れ て い る n 艮11111約 1 . 5m、 賊抽0 . 9- 1 .  Sm 、 1人打6i は 11と も 下 が る 部分 で深 さ 約0 . 65m。 �ii叫 の傾 き は N
so· E。 r:,t 1(11 は ほぼ咆代 に 1/. っ て い る 。 こ の辿構か ら は 弥生 I:僻が出 lこ し て い る 。
SK258 ( Fig . 1 08)  

CU39 グ リ ッ ト か ら 検出 さ れた 上J�年 で 、 上部北1Jlljが池Jff区外に 走 る が、 ほ ぼ柘1 1 f J 形の平1(Jj 7 ラ ン を イ［す
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る と，思 わ れる I—服 である 1J:,J 1f. II.} .i.',,. でq) i}.; ,,, は 長 軸約 l . l 5m 、 ク•J.軸約0 . 8m 、 深さ約0 . Sm 東 西 ）i 向に
i- ,1咄 を.J.'1も 、 断 J[lj If� はi進 台 形状 と なる 。 こ の追hり か ら は弥 '1� I.:. 器がI ll 上 し て いる 。

SK263  (Fig . 1 0 8 )  
CU:18 グ リ ッ ト か ら 検出 さ れ た 松 円 形の平 J(JI フ ラ ／ を イfす る と 、息われる l 服で、 西側のSK35� を 切 リ 、

北um (J> SK353に 切 ら れ て い る。 検 /LI IIふ点 の状 況 を 含め て の 法 り｝は 1-:: 11叫l 約 1 . 51n 、 t11. 1!叫約 1 . l m、 深 さ 約
0 . 5111。 末西）i ii•] に し軸 を 持 ち 、 勒 ,,u 形は逆 台 JIク状 と なる この逍柚からは 弥' I I· 悩が I l l . I .し てい る ，
SK264 (Fig . 1 0 8 )  

CU37 ク リ ッ ト か ら検I I I さ れ t..: ,fl.i.L l\11の'I勺(ljフ ラ ン を イiする I:�府で、 南側のSf<35:i を VJる 。 l<柚約 7 m 、

知柚約 1 . 2m I和(lj I t ,H fill] はSl05G ↓ . 1��1'}! べ H +tリJ にが、 中 央部分は l � 〈 深さ約0 . 2m 、 北側は 沿 ち込ん
でお り深さ約 () ' 6111 を測る l·. 軸は,ti 北 ）j li1J t •  ·t.\ つ こ の追構からは弥 11-. I ·. 器が ,' I I l·. L て し 、 る ”
SK352 ( Fig . 1 08 )  

CU38 ク リ ソ ト か ら 検出された 」屎で、 lヽt flllJ を:SK353に、 ,ti 側 をS1<257 ら VJ ら れ て し ヽる 残 {j部分での
j乏柚約 1 . 1 5m 、 t峠II約 1 .2m、 深さ約O . !,m, l噌hの仰 さはN 75 E。 断 血 形は逆 台 形状 と なる ， こ の遺構
か ら の/II I遥物はなか ） t..:' 
SK353 (Fig . 1 08)  

CU38 ク リ ッ I· か ら 検 / 1 1 さ れ た イ�)ピ H11/ (/) •I勺(11 ー／ ノ ン を イ［ す る u廣 で、 東側のSI052 、 1h 側のSK26:1 を
り� ) て い る 1'::11哺約 1 . 7m、 知軸約 1 . 2m、 深 丸約0 . 3m • .  i輩の傾 さ はN 20 E。 断 1(ri 形は逆 台 形状 と な
る。 こ の辿柚か らの I l l I: 迅t物は なか J f.; O 

SK355 (Fig . 1 08)  
cu:�1 ク リ ッ ト か ら 検 II Iされた 朴，、ド l形の 'l'- 1(11 I'7 ン を介 する I場附で、 北側のSTく264に りJ ら れている。 長

軸約 1 . tm 、 1:\i. 軸約0 . 8m 、 深さ約0 . 7m。 lゴlith (/) 傾 さ は N 58' W。 lt:Ji 1fii JI・a ,t 逆 凸 I;::j人 となる ' ..:. の迅梢
か ら の Ill I遥物は な か っ た。
SK356 (Fig . 1 08 )  

cu:�8 39 ク リ ソ ト か ら 検/ 1 1されに怜 1リ 形の 1洲 1(11 7 ノ ン をオ［する f.:JA\である。 艮袖約 1 . 8m、 知軸約 1 . 0
m 、 深さ約0 . 4m。 ]漏の傾さはN 7 1  W。 削r 1ri1 IFク は 逆 合 形状 と なる 。 こ (/)迅構カ ・ ら の I l l I ill物は な か
} t· 
SK357 (Fig . 1 0 8)  

CV'.18 グ リ ッ ト か ら 検出 さ れ た I ·.堀 で、 北1111] はル',l i'f. lメ；外へと延 ぴ て いる � lJ.',l ff. 部分で(/) 1'1: JiidJ約 1 . 1 m。
紺軸約 l . l m 、 深さ約0 . 3m。 J: 111川の似 お はN 12 W。 断而 形は逆 台 形状 に な ると 、息 わ れ か こ (/)辿構か
ら のI l l I . 逍物は な か ') t..:。
SK358 (Fig . 1 09 )  

CZ:l6 - DA:i6 グ リ ッ ト に か ' r て 検 出 さ れ た I ' J /1�(/) 'I勺(r1 プフ ン をイiする I:堀である 艮軸約 l . 3m., 短軸
約 l . l m 、 深さ約0 . 25111., 1-: ,1哺 の仰 さ はN 117"5' W。 ltli 1(11 Ifク は ヒ ）］ に mi く 逆 M'i淑 と な る この逍構か
ら の 1 1 1 un物は な か ー） た。
SK359 ( Fig . 1 0 9) 

じZ:16 - CZ37 グ リ ソ ト に か け て 検 I l l さ れ た 隅 ）Lli 形の杓hプラ ン を打す る l:Jj佑 である 。 -l-c 軸約0 . 7m、

紐柚l約0 . 6m 、 深さ 約0 . 2m .li 軸の傾 さ はN 77 E 断 面 形は逆台 形状 と な る 。 こ の逍構か らの出 上逍
1勿は なか ） t:. 。
SK360 ( Fig . 1 09)  

CZ�6 グ リ ッ ト か ら 検出 さ れに楕 l り 形の1嘩 iプ ラ ン をイ［する 」.:�聞である ') 1と 軸 約0 . 8m、 絨l叫約0 . 6m 、

深 さ 約0 . 2m。 i凍h (/)傾 さ はN 86 W. 間(11 形は逆 台 形状 と な る 。 ..: の辿構か ら の出 I·.逍物は な か っ た
SK361  (Fig . 1 0 9) 

CX:36- CY37 グ リ ッ ト に か け て 検 II Iされた 不定刈'} (!) •['- 1(Jj フ ラ ン を イiする i.:J脱 である。 li軸約 1 . lm、 保i
軸約0 . 8111 、 深さ 約O . 25m, 東 西 h ,rりに K 軸 を1か ら ． 砿(ri 形は逆台形状となる 。 こ の遺柚 か ら の 1 1 1 ヒ逍物
はなか っ た。
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( 2  /fl に f.il じ 、 1IJ It柚II) I I  I �  れ l11J )
Ill I 昭 l·N.!!.\色ll1'V(: I:
Ill 5 II針心I 色粘f1: I; (地 ill I I l l凡人）
IV fi Wii.J; 色枯頂 I : l地111 l\tH:.Ul !、 tll
I\ 7 淡灰,., 色tlit'l I: (地111. 傾化仕 を介む）

rfi-11; 軸 l:�1/1:記
l I 11,U(茶色fl,f{'I: (.w化fJ.介む）

2 陥灰茶色佑'l't I: 
( I ,., .l り fl,竹{1 . .f• ,·, ル・し ,)

Ill- :l IIF,Jf;.-1(,; 色ti,\'( I (J也II J/ロ ッ ク dl人）
fl I U/l�A茶色tl,t'.t· I

( 2 )j,  は り ,1,t'I /1 I 色11,1)
I\ !i 哨)f.; i'f 色t,'it'( I: iltll I II、 閲化、＼介t,·)

Fig . 1 1 0  SK225 • 233 ( S = l /40)  

SK362 (Fig . 1 09 )  

CX36-CY36 グ リ ッ ト 「 か け て 検I l l さ れ た イ�'.,J: 11,IJ の 1勺(11 プ ラ ン を イiす る I:堀 であ る 比l哺約0 . 7m 、 知

軸約0 . 5m 、 深 さ 約0 . 2m,, i-: 軸 の傾 さ は N 79 E。 断 J(IJ Jfク は 逆 台 形状 と な る こ の i且 構か ら <I) I l l  t: 逍物
は な か ） t..:。
SK363 (Fig . 1 09) 

CW36 - CX3fi グ リ ッ ト に か け て 検 出 さ れ た 桁 I IJ  Jf3 の 1りfn プ ラ ン を イi す る I欺であ る 、 lもlill1約 l . Om 、

紐liill約0 . 8111 、 深 さ 約0 . 3m。 l·. 1lill1 の似 さ は N 84 W. 断 1fri 形 は 逆 台 形状 と な る 。 こ の Ji'i:柚か ら の 出 I·.逍
物は な か ） た
SK364 ( Fig . 1 09 )  

CX35-C X36 ク リ ッ ト に か け て 検出 さ れ た H·i l1J 形 の 1確iiプ ラ ン を イiす る I渇州であ る 。 K柚約1 . Om。 クi

軸約0 . 8m 、 深 さ 約0. 3m, 「,11111 の傾 さ は N 4 W. 附r 1rIT 形 は 逆 台 形状 と な る 。 こ の 逍 枯i か ら の 出 ；lぶt物

は な か っ た。

SK365 (F ig . 1 09 )  

CY34 - C Y35 グ リ ッ ト に か け て 検出 さ れ た 柏 円 形 の•jl而プ ラ ン を イiす る 1-.堀であ る 。 艮l•11t約l . Om。 知

軸約0. 6111 、 深 さ 約0 . 4m l=1l1I11 の傾 さ は N 55' W 断 1f1i Jf3 は 逆 台 形状 と な る 。 こ の 追 構 か ら の Ill 1-.jfi 
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4勿 は な か ） た
SK366 (Fig . 1 09 )  

CY3!3 ク リ ッ ト か ら 検出 さ れ た イ淋i. Jり の平伯iプラ ン を イiす る 上撒 であ る Lと軸約l . lm、 短柚約1 . l m、

深 よ 約o . :�m, r漏の傾 き は N-6 W。 断面形は I·.方 に 大 さ 〈 l},j 〈 i進 台 形状 と な る ． こ の逍構か ら の 出 I:
逍物は な か ·) た 。
SK367  (Fig . 1 09)  

C Ya4 ク リ ッ ト か ら 検I II さ れ た 隅 ）L」,t )j JI多 の .,勺(If フ ラ ン を :{j す る 上堀であ る 。 1-k軸約0. 9rn 、 M柚約() . 6 
m 、 深 さ 約0 . :lm, J: 11彫"の 傾 き は N 37 W 断 1(1i形 は 逆 台 形状 と な る こ の 逍構か ら の I l l I 迅物は な か
っ t・ ，
SK368  (Fig . 1 09 )  

CY34 グ リ ッ ト か ら 検 ll'i さ れ た 隅 ）L ); 形 の 1嘩i プフ ン を ・イi r る 上撒であ る · J', 約0 . 6Sm 、 深 さ 約0 . 3
m 束 他 ）i向 に i植 を 持 ち 、 間(1i 形は '1'-1 ti叩U Jf狐 と な る ..:. の 逍構か ら の /11 I 逍物は な か っ Iこ 。
SK370  (Fig . 1 0 9 )  

CW35 ク リ ッ ト か ら検出 さ れ た が定 りII(/)'I勺,,, プラ ン を 1f す る I颯であ る。 長11咄約1 . 0m、 �\L 軸約0 . 7m 、

深 さ 約0. 3m。 lりMrの傾 さ は N 6T E 間fri If� は 逆 台 Jf多4人 と な る こ の追構か ら の 11 1. 1 .m物は な か ) r..: . 
そ の他の土凛
SK225  (Fig . 1 1 0) 

C0'10グ リ ッ ト か ら 検Il l さ れ た H'l 1 リ 形の 'I勺{ljプラ ン を イiす る K堀 であ る 比抽 約1 . 4m 知軸約1 . Orn、

深 さ 約0. 6mn 杓jqlJ (/)傾 さ は N 18' E. ltJr 1(11 Jr� は は ば拙鉢状 と な る が、 J木 1(11 は 小 さ な段淡が 多 い。 こ の 逍
構か ら の Il l l: 逍物は な か っ た 。
SK233 (Fig . 1 1 0 、 PL. 2 1 -2) 

CH7-CK38 ク リ / 卜 に か け て 検 / I I さ れ た イ％匂り の 1涌i フ ラ ン を イi す る I)廣 で あ る
SU190に l;/J ら れ て い る が 、 Lそ 柚約3 . 5m 、 �v仙約1 . 6m 、 深 さ 約0. 4!3m l濯l の仰 さ は
l*Jr 1t11 m 1t 艮 柚 、 �1£ 11,,11 と も に 拙鉢 I: と な
ふ '''1 初 は 廃 1'.it 」 ．撒 と し て ,J:,国 を 進め
た が、 北1111] と いllll に 分割 で さ そ う な感
触 も あ り 、 竹格 を 明 確に は で さ な か ）
た， こ の 瑣枯か ら は イi鏃が l .i.1.( / I L i: し
て い る 。
周 溝状遺構
SX155  (Fig . 1 1 1 、 PL . 2 3-1 ) 

CJ�i7 を 中心に検出 さ れ た 逍枯で、 ,,り
1111] をSK233に よ リ 人 さ 〈 破壊 さ れ て い
る ， 現状 で比NII約3 . lm。 深 さ は 北 側 で
0 .  0:im、 ,f11111] で0 . 2m, J-: 軸の傾 き は N
29 E を illil る こ の 逍 構 か ら の 1H J-. 消
物は なか ） に

3 . 出土遺物
こ の ,J,\J 牡l人．

． は 削 ·v. を 受,r て い る た め
かILi I: 逍物は 少 な い。
SD190出土遺物 (Fig . 1 1 2 )

1 は サ ヌ カ イ 1、 製の 長脚鏃であ る 。
脚 部が店 I · iJUJ li,'i と な る 。 縄 文時代(/) も
のか。

北 側 の ・ 部 を
36 E を 測 る 』

父

。 I n1 

6 . 4m 

Fig . 1 1 1  S X 1 5 5  ( S = l /40)  

J o:-i 



鼻 属
SD240 S

K
263 SD 1 90 

T 
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＜ 
SK264 

SK233
�-
-'4 

2 

: ヽ□ // I SK
257 1 

�I� I"258 - . 
I' 

... :/' 
I

 ヽ

I) llkm 

Fig. 1 1 2  766-767工区 出土遺物 ( 5 = 1 / 2 • 1 /4 )

50240 出土遺物 ( Fig. 1 1 2 ) 
3は罰J� I:?.脳の 1 1 枯部小） ヤである。 中 期頃の も のか。

SK257 出 土遺物 (Fig . 1 1 2 • P . L . 2 3-2)  
7は弥生 k 器のう随の底部である。 弥化後期。

SK258 出土遺物 (Fig . 1 1 2 )
6は弥'I:. I: 器の般のI戊部である， 弥生後J乳l。

SK263 出土遺物 (Fig . 1 1 2 )
4は弥牛 ,�。器の鉢の 「 l 枯部である。 �:Ji化後期か。

SK264 出土遺物 (Fig . 1 1 2 )  
5は弥 11:. I'. 船の流の）戊邪である 外面）1旅 り 。

SK233 出 土遺物 (Fig. 1 1 2 )  
2は県11/tl..f i 製の似，11 1ぷ（鏃で、 先端と脚 部の一 ）j を 欠 りしする 。 イ ［はイI叶11:イ呆周 辺の b のか。 縄文後JUJ 一晩 JUJ

か。

4 . 小結
この調 1f. l又は逍物が大変少な 〈 、 弥 'I:時代の逍構であ っ て も 如1m ,J,'J在のH地 区 との関 係 は 明 確 に 出 米

なか っ た。 ま た 、 多数の溝状辿構 を 検Il l したが、 hill場整1,111,1りの地形 と一 致する よ う な も のは何一つ な 〈 、

これら がいつ瑣の b (I) か を 明確に さ せる こ とが今後の渫俎 と し て 残 されている 。
本報�';· で水 さ ら し 1-.J廣群 と ま とめた 辿構 け 、 ii/) 水 l,kの 多 い 部分 を選んで1/i!I り 込 まれて い る が限 米 類な

どのIII I·_はな く 、 調ff. E↑↑ 名• も rif能性と し て悌げて い るにす ざ な い。
こ の よ う に 本調1f.区は、 介後への課題を 多 〈 残す こ ととなっ た。
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D033 - DE33 グ リ ッ ト に か け て 検 出 さ れ I・
、 不定 '�'! (/)'I勺面プラ ン を イi す る 人 りIJ(/) L堀であ る h: 11叫約

2 . :3 m 、 知軸2 . 3 m 、 深 さ 約 0 . 85 m l: 軸 の 傾 さ は N 2 5' W. 間(fi 形 は 逆 台 形状 と な る こ の 沿柚か ら
は 弥 1 1-. I: 器が Ill I: し て い る 。
SK236 (Fig . 1 1 4)  

1)£34 グ リ ・ノ ト か ら 検 出 さ れ た 不定 咽 の 1勺uiプ フ ン を イfす る 人況り (/) 1: 堀 であ る Jと 柚 約2 . 1 m 、 短 軸 約

1 . 8 m 、 深 さ 約0 . 85 m . i:: 噸111の傾 き は N 4 5  E .  /ぷ lfliに 段必 を イiす る が、 ltJr 1(11 Jf3 は は ば逆 台 形状 と な る

こ のil'.i構か ら は I M よ り サ ヌ カ イ ト 製の ス ク レ イ パ が出 上 し て い る
SK237 (Fig . 1 1 5 )  

DD:12 - OJJ:13 グ リ ッ ト か ら 検I l l さ れ t· イ'il.: りり(/) 'I勺(1jフ ラ ン を イiす る 上檄であ る 。 •反抽約] . 6 n, 、 知軸 約

SK235 SK236 

L
 

_j 

\\� ＼＼ ゞ
ーミー 7 -

... ,, 二1-J--\;;:=,,-
＼
 

Ii !1111 Ii .Om 

I 01 

...........J 
(I 

G.Om Ii Um 

!. -. 一... 

I · I 11/1 )*. l't 色枯, I; ( ·じ 1·の鉄分I.· ftfl)
2 昭1火 f't 色ti, J; ( I �1 よ り 色潤決い）

II 3 tk/,1,\灰色枯 I;
,f II�/'Al°J 色fl, I; 

111 !; ;,l!!.1.1)火色粘 I· ( 3 )(4 � り 色潤 flがヽ、 ltllt lt小プIJ ·/ ク H/l
6 I火,·, 色t/i. l� (地lit)

I 1 llt'i/·1<・色1/i.1: ( l'r卜のい分 と介し・ ）
2 !.\\�k色fl, · 1:

I I • !I 11/i/MI 色,,1,-. 1: ( 7 り）小/r1 ッ ク I:- 1.Y 1,t介む）
I 淡!.',II火色lli I: < 7 c/)小 ）

・

IJ ッ ク え tl>l,J;'ttr)
Ill !i 汲I火i'I色帖 l: (地111)

6 /:/�J,x ,,� 粘・ I: (�分 も い、 地1!1)
7 I穴 r1 色粘 I: (地 111)

Fig. 1 1 4  SK235 · 236 ( S  = 1 /40) 
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SK243 
＼
 

7 lllrJ-J<. (!\1i1I; ( 6 '1U リ (!•.潤昭. I人化物,J, Jjl ,t(;• ) 
K n,'t �ti火色ti, I: (/� 化物少lil�u·l
り ］しI 色,1, I: (�, り 一·1色帖 I: を 多 く 介uJ
Ill 灰色tli1: ( , l り ー プ色帖 I: を 多 く 介fJ)
I I  .! り 一 プ色粘 I: (J釧I ? )

＼
 

_J 

a.9rn 

ゞ I 9m 

L ..J 

ヽ1<2-l I l:lf,fll'記
I I 1$..!.t.\J火 色帖 I: (il分を I', 1- hl :'l"t. ・）
II 2 /.'.\灰色粘 I: ( $'I..  分!· じ l'r.t含L·)
Ill :i 、IA',炊包柑， I
IV 4 i:Ji.!.1.1欣色粘 I
V h I火I I 色帖 l (地ill)

6 淡f-A.L'r 色ff, t- <地Ill)

5 りIll

5.  7111 

SKl13 1:Jfffl記
I 11./I火色11,. L I 掘 り 1(£ し か IJ flUJ) 
2 f リ ープ色粘 I:、 u.��x色帖 bl玲/fl
:l IIJ)火色t/i I: ('i'/J-J<. 色r,•, l:·/ u ッ クれ入）
I 灰 色fl, I: (地111 ·1 )
5 I火色枯 I: (地111 ? )

Fig . 1 1 5  SK237 • 238 • 239 • 24 1 • 242 • 243 ( 5 = 1 /40 )  
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SK244 

芦ー 〗
5 .  im 

ri 7111 

SJ\211 1.�II記
l MAJ火色i1.i し:·l�Jlf l;">it;, j� みか 'I I
2 IMII<� り粘 ,. ( り ! I t�tt/.!IIJ 
I /!\包II, I l'1 ! I 1�1111-i 

SK245 

, > , fhll 

-五

I 

5. !hn 

（｝ 1 111 “、
? , (, 息 く :'IIJ,

l . ]  m 、 深 さ 約0 . 65 m 。 杓軋11 の 傾 き は N 34゜5'-W。 ltli 1fli If� は
逆 台 Jf;�J;. と な る 。 こ の 追構か ら は 弥'I:: L 器 (J) 鉢かi'I I_ I: し て い
ふ
SK2 38  (Fig.  1 1 5 )  

OE31 グ リ ') I· か ら 検 /JI さ れ た 1 り 形 の 平 rfl i プ ラ ン を 布 す る
」J廣 で、 1f1 側 のSK2!'i4 を りJ る 。 1(i径1 . 1 5 m 、 深 さ 約O . !'i5 m u  
i漏I (1)傾 さ は N 27 W 断 J(Jj形 は 逆 台 形 と な る 。 こ のil1構か
ら の 1 1 1 1:i!H勿は な か っ ！ら
SK2 39  (Fig . 1 1 5 )  

ti . tlrn DE30 グ リ ッ ト か ら 検 出 さ れ た 、 隅）LLUJ 形 の 1り｛『 プ ラ ン
--;- -， を介する と ，思われ る I:批であ る ，， 1刈企時 、1は での Ii 軸約 1 . 25 m 、

知 軸約] . � m 、 深 さ 約0 . 4 n1 。 上軸の 傾 さ は N 45·-w、、 l*J「 1 /11 /杉
は i進台形状 と な る 。 こ のjfi 枯 か ら は 弥,.� L 器 の 器 台 が/ILi: し
て し ヽ る 。
SK2 4 1  (Fig . 1 1 5 、 PL. 24-2 ) 

DC32 グ リ ッ ト か ら 検 I I I さ れ に 、 隅）いi lf 3 (/') j杓(ti プ ラ ン を
イiす る 上堀 であ る 。 以ilh の,�;.\約 1 . 1 rn 、 深 さ 約o . 8 m .  F. ,1軋 の

-
( 

Fig . 1 1 6 SK244 • 24 5 • 254  ( S = l /40 )  
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軸約0 . 6 ni 、 深 さ 約0 . 1 5 m o l浅h (l) f�( さ は N -30"- E。 断面 形は逆台 形状 と な る 。 こ の 辿構か ら の 1 1 I l: 沿物
は な か っ た ．，

SK373  (Fig . 1 1 8 )  

DL27-DL28 グ リ ッ ト に か け て検HI さ れ に 台 形v'H勺ftiプ ラ ン を 有す る I:檄であ る 。 u軸約l . 1 m 、 知軸
約0 . 7 m 、 深 さ 約O . l m o l凍hの傾 さ は N 61 E。 1り弧i 形 は 逆 台 形状 と な る 。 こ の 追柚か ら の 出 [-.j且物は
な か っ た。
集石遺構

こ の 訓 ff. 区か ら は 石組み炉 と 息 わ れ る 染イi逍構か a J,� 確 ，必 さ れ た� }間 I: は Jlil I川 の地J l i  I: か わ ず か に 変
色 し て い る 肛度で検 出 し に く い状況であ っ た。
SK252 ( Fig . 1 1 9、 PL. 26-1 ) 

DG32 グ リ ッ ト か ら 検出 さ れ た 、 イ況訊IJ (/)伯(ri プ ラ ン を イiす る イi糾炉であ る 。 貶 1!411約0 . 6 m 、 仇1. 11叫約0 . 5
m 、 深 さ 約0 . OS m 。 K 軸 の傾 さ は N-66°5' W , 間(11 Jfi は ＇炎 呼 し た 逆台 形状 と な る 。 ,{ j 材 は 周 辺 河 川 に
多 〈 兄 ら れ る ‘ 如 1 1 府 が i� で 、 火 を 受け た こ と に よ り 赤 色化 し に も の が 見 ら れ に n こ の 俎構か ら は 弥4にk
器が出 l: し て い る 。
SK256 (Fig . 1 1 9 )  

DG:12 グ リ ッ ト か ら 検1 1 1 さ れ た 、 怜円形(I) 'I勺(riプ フ ン を イ［す る イ i組炉 で 、 中 央部 を SD250に �) ら れ て い
ふ 比l叫約0 . 7S m 、 悧軸約0 . 55 m 、 深 さ 約O . l rn o 'i,: ・: ilt1hの 傾 さ は N 3· W。 !¥Ji J(ij形 は 1111状 と な る u 石 材 は
周 辺 河 川 に 多 〈 兄 ら れ る 安1 1 1 府 が K で、 火 を 受iげ た こ と に よ り 赤色 化 し た も のが 見 ら れ た 。 こ の 追構か
ら の Ill t辿物は な か っ た。
SK260 ( Fig . 1 1 9 、 PL. 26-2) 

11G:H - D J T3 1 グ リ ッ ト に かけ て 検 Il l さ れ た Wl ' J形 の ‘杓 面プラ ン を イi す る イ i惰IL力 i であ る 。 艮軸約0 . 9 m 、

知111111約0 . 65 m 、 深 さ 約0 . Of> m 以 I'.. 杓軋b の傾 き は N 1 5· 凡 I祈 riii 形は Jill状 と な る 。 イ i 材 は 周 辺 河 川 に 多
く 見 ら れ る 女川」府が I: で、 火 を 受け に こ と に よ リ 赤色化 し た も のが 兄 ら れ た。 こ の 追構か ら の I l l上逍物
は な か 1 に 。

3 . 出 土遺物
SK23 5 出土遺物 (Fig . 1 2 0 、 PL . 27-1 )

6 は 弥'I: 1� ・器(/) 疵の底 部であ る 。 弥4 後 期。
SK236 I 層 出土遺物 (Fig . 1 20) 

13はサ ヌ カ イ ト 製の ス ク レ イ パ であ る 。 時期不 明。
SK23 7 出 土遺物 (Fig . 1 20)

2 は1加I-: I: 器の甕の 1 1穀部 で あ る 。 弥牛後期。
SK239出土遺物 ( Fig . 1 20) 

1 2 は 如I� L:器の }怜台 、 も し く は ,•,'fjJ{,、(/)脚部で 、 時 期(I)特応は で さ な い。
SK241 出 土遺物 ( Fig . 1 20)

4 は 恢1�. I: 器の鉢の 1 1 絃 部 であ る 。 弥 't 中期。 5 は 弥牛 I:器の虎のJ氏部であ り 、 逍構．内 に 叫設 さ れ て
い に も の であ る 。 K部 を 人為的 に 打 ち 欠 い た か 否 か は 不明。 弥屯後期。
SK242 出土遺物 (Fig . 1 20)

1 は弥ij;_ I: 器の鉢の J I 紐部であ る 。 弥生 中期。
SK252出土遺物 ( Fig . 1 20)

7 は 弥i1::. I: 器の ＇派 の 口 絃部小J卜であ る 。 弥生後期の も のか。 8 は 弥生 ,-. 器 の 小刈り の 甕の 1 1 枯部で あ る
源臼測。 9 は 弥11: 上悩の壷の ）d 部破 ） ヤ であ る 。 時 期 不明。 10は 古式上帥器の3他の胴部破）｝ であ る 。 1 1
は 邸杯の脚邪破片で あ る a 1加K後期かn

SK254出土遺物 ( Fig . 1 20)
3 は 弥1-1-: 1-. 器の·,,',((/)nrµJ 部破）ヤ であ る 。 弥化後期か。

- 1 1 1 -
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Fig . 1 2 0  767-769工区 出土遺物 ( S = l /4 • 1 /2 )  

4 . 小緒
..:. の�o.·;J 1i区か ら は 却利の I凍群を 検I I \ し た が、 ifl物 ：Lf tJ 少 な く そ の性格はイ�I町 ］確であ る 。 し か し な が

ら そ の 中 の SKl4 1に お い て ）発絶時 の祭祀 と 息われ る艇跡が 見 ら れ tふこ と か ら 、 ‘り 時の化括 に お い て 咽 吸
な 施設であ っ た II「能性 も 残 さ れ て い る 。 ，i刈 ff. l弁↑名i l.J: M 水 訊 の 多 さ な ど も 名苅息 し て 、 作業川(/) r 野 J 杓 i」
の 11f能性 を 指摘 し て い る 。

植物辿体 を I Li t. し た 2 ),砂の l)�針 に つ い て だ か、 /l I I: 状 況 な ど明確に 出 米 な か っ た 部分 も 多 く 、 粘論が
出 な い。 植物在料は パ イ ン ダー処則の後 、 筑 後 巾教 -(j 委 1 七 会 に て 保 イf さ れて い る 。

今lnl検出 さ れ た イ i糸ll炉は 、 筑 後 ,Ii 内 で は J位 も 低い 様 邸 で検I l l さ れ た も の で あ る 。 瀾1f.J£↑↑ 者 は 周 辺 •J·�
例 と 合 わせて縄 文時代い期の も の と 見 て い る が、 周IHI での縄文叫りJi:i:t物の 1 1 1 上 が な く 、 I祈定す る に は iを
っ て い な い。

本調 代は 11-l-J題 ，し応 を 多 〈 残 し た が、 低湿地逍跡の埋解 に つ い て 一つ の ）j 向 を 得t..:: tt屯 な も の で も あ っ た 。
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第 7 節 770-772エ 区 の 調介

1 . 概要
770 772 I

事
．区 は 、 筑 後 rli 大＇図1t 1:.'1 'r.:人: ,; り 限 に 所在

す る 。 rJ恥 忙 面 柏 は 約295m' で あ る ，. j翡ばE の 結 呆 、 調
仕区の北側 で 1-.堀 3 J,� 、 前状 逍構 l 条 、 ピ ッ ト 数 ),�
を 確 認 し た . .:. の 内 tiり 状 追 構 は766 767 r. 区 の
SD240 と l1 1J . の も の で あ る 。 ，3:,1 1r. は 12 ) ] 6 1 1 に 始 め
ら れ 、 1 2 月 26 1 1 に こ れ ん 終 r し た

2 . 検出遺構
土 凛
SK262 ( Fig . 1 22 )  

CX33 グ リ ッ ト か ら 検 出 さ れ た 柘 l り 形 の 1勺(ff プ ラ
ン を イiす る I:�版 で、 北側 の一 部 を ビ ッ ト に りJ ら れて
し ヽ る 。 Jl: 111th 約 l . S m 、 i

』
;\/. 111111 約 1 . 1 m 、 深 さ 約0 . 6 m。

l呻th の傾 さ は N s· E. 断 tiii If� は 西 11111 に テ ラ ス と イ[
し て い る が 、 l.: )jに わ ず か に IJIJ い て い る ， こ の迅枯
か ら は 弥'I-: 1-. 器が 出 .I-. し て い る U

SK374 (Fig . 1 2 2)  

CX33 グ リ ッ ト か ら 検 Ill さ れ た 桁 I リ 州 の f 1M プラ
ン を イ［す る ヒ 堀 で、 検 I l l 時 、,,'.( では SD240 を りJ ., て い
る 。 1-;<I 」：： での 長 軸 約 0 . 9 m 、 ·�ii. 軸約0 . 75 m 、 深 さ 約
0 . 5 m 。 i.: 111川の 傾 さ は N 38' W。 間（国 は 南 か ら 西
側へか け て テ ラ ス を イiす る も の の l:)fに わ ず か に IJIJ
い て い る 。 こ の 辿�,',jか ら の 出 K逍物は な か っ た 。
SK735  (Fig . 1 2 2)  

CY32 グ リ ッ ト か ら 検 I l l さ れ た イ.; '.,糾＼り の•ii. 1(1i プラ
ン を イ［ す る 1-:J廣 であ る 0 l� 柚約0 . S m 、 久＼か1叫約0 . 8 m 、

深 さ 約0 . 4 m 。 杓l軋I ())似 さ は N 52 Wo 断 ,m Jf� は 南
束側 に 袋状 に ）ぶが り 、 北西側 に ナ ラ ス を イfす る も の
の 両 州 と も こ の ）i 向 に 向 か っ て 開 い て い る こ の 逍
構か ら の Ill I: 追物は な か っ た 。

3 . 出 土遺物
SK2 6 2 出 土遺物 (Fig . 1 23 、 PL. 27-2 ) 

弥'� I·. 器のう他の底 部 で あ る 。 Ii.絆IS外 ,m に 枇 ）j 向 の
ケ ズ リ が 兄 ら れ る 。 弥 1l-:. 1iり 期 か 。

勺

\
＼ 、
＼ノ

/
 

／
 

＇
 

]

‘‘
 

＼
 

ー

ー＼＼＼
ー

／
 

I 炉 —47 ,370
4 .  小結

本拙1 1f.区 で は 北側に のみ逍構 を 確 認 し た ，. ..: れ ら
の追構は本米 な ら ば766-767 Iこ区 の 逍 柑I群 と l11J じ グ
ルー プの も の で あ ろ う 。 し か し な が ら 、 766 767 I "  
区 の 西 側 に 展開 し て い る 「 水 さ ら し 遺構」 と は 性格は 異 な る も の であ る ．
し 得 る のはSK262のみであ リ 、 他は明確に し え な い も の であ る 。

- 1 13 -

' ----- · X一 1 9 、 700
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．
 

X=I O , l �O 

X一1 9 , 7ヽD

�一
／

 

1-l-x
 し

’\
\

 

、

＼＼＼

X= 1 9 , 730 

\�
--

ヽ

I Y• -47 , 380 I Y一 -47 , 350

Fig . 1 2 1  77 0-7 72エ区 全体図 ( S  = 1 /300)  

...:. C')逍構群の 中 で時 期 を 特定



SK262 SK374 SK375 

fi 0111 Ii Om 6 Om 

Fig .122 SK262 • 3 74 • 375  (5 =1/40) 

10 
l'ffl 

（） 

Fig .123 SK262出 土遺物 (S = l/4) 

Kに、 調代区の 1tJ側には辿構 か 令 〈 確認で さ なか つ に が、 これは
如UIJ ,似l 1f. lメ

．
．の叫J1f.糸ii 呆や 、 開発地城の iv,J 名IS分となる 山111 1 1!閥船：j町部

分に お い て 、 迅跡が(i'(r: ,必されていないと い ） 糸.'i 呆とJl(t ら し 介わ せ て
L IIIJ叫のないと ..:. ろである0 た だ し 、 こ の ことが、 i出跡が,H側に）ム
が ら ないのか 、 後 111の開発によりt'JIJ られた 象，＼ 呆であ るのかを糸糾命す
る材料 を得 る ことはで さ なか）／・ . i I t /』地区の1加I� 時代の追跡の広
がり を り え る .I. で、 こ の ことは今後の諜俎として 残される糾呆とな
） に。

- 1 1 4 一



第 8 節 776-777工区の調究

' '  ヽ

J \. \ 
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� SK217 - � 

／
＇ ／ 

X :=o 1 9 ,730  

- ---i  

。2
 

7
 
•

 
nu
 

I・――
 

x
 
＼

 
一

II � 111 一

I 
. /"\, 

、 ./ /\ ｀ 
Y= - 4 7 ,  360 

／＼
 

X一 1 9 , 7 1 0

Y =  -47 ,370  ＼ Y • -4 7 , 350 Y • -47 , 340 Yc-47 、 330 Y• -47 , 320 

Fig . 1 24 776-777 工区 全体図 ( S = l /300) 

1 . 概要
776 777 「疇区 は 、 筑後 di J.:., 図 It島 'j-: 人: 1;,;, 1 11. に 所介す る 。 瀾 約/11 f�l は 約i60m1 であ る 。 地 1 1 1 ,;t �t杞 色 の

ロ ー ム K であ り 、 検 出II、'和.'.( で は 淡 い褐 色の シ ミ が確認 さ れ た。 こ の に め縄文時代(/)逍構の 1,r能性 を も っ
て 粕 代 を 行 な っ に が 、 多 く が風伶l 木 狼 な どの撹乱であ り 、 逍梢 と し て検 / J I し え に の は I:城 l ),� の み で あ
） た 。 ふ/,] ff.は 1 1 )] 中 に 始め ら れ 、 1 2 J 1 7 1 1 に こ れ を 終 j' し た 。

2 . 検 出遺構
SK247 (Fig . 1 2 5 )  

CS19-CT20 グ リ ッ ト で検 I l l さ れ に はば 1.i: Ji 形 (I) 'I勺(1jブ ラ ン を イiす る I:�巖であ る 。 1乏軸約 1 . 1 m 、 知
軸約0 . 6 m 、 深 さ 約0 . 2S m 。 i:ilI1h (J) 傾 さ は N - ] 6 W。 ltJi Ill i Jf3 は l柑 1lliJ が 深 い がは ば逆 台 形状 と な る。 こ の
逍枯か ら の 1 1 I I :  辿物は な か っ /..: a

3 ' 小結
辿f,'/1 (!)密度が祁IIIJ へ 向 か い 雌 〈 な る こ と は ili1節 で も 述ぺたが 、 逍h附が全 く 兄

ら れ な 〈 な る の で は な い こ と が確認 さ れ た 。 し か し 、 時 期 の 特巫が出米ず 、 l'JIJ
ら れ に (!)か否か の確品 も 1 1 1 来 な か っ た u ...:. tL は 今後に 残 さ れ た 謀題であ る の

6,0111 

一
Fig . 1 25 SK247 

( S = t /40) 

一 L 1 5 -



第 9 節 773-786エ区の調杏

＼ご -�
/ 

�-/ - �  穴

� - -� \ 
X= 1 9 , 7 1 0  

n り m X • 1 9 , 100 一
I Y = - 4 7 ,  370 I Y== -47,  3BO 

Fig . 1 26 7 7 3-786エ区 全体図 ( S  = 1 / 300 )  

1 . 概要
77 3 786 1 : 区 は 、 筑 後 巾 大 ’因 It島'1:J.:. 竹 1 1! に ］所（け る 。 調1f. 1(1j柏 は 約 1 77m' であ る 。 地 山 は 政柑 色 の

ロ ー ム K であ る 。 こ の調 介区か ら は 逍構や地形の変化、しば な ど はイi'(( I認 さ れ な か ） l..: o ,�M ft は l 1 J J 28 1 1 に ,m
始 し 、 1 1 J I  2\l 11 に こ れ を 終 （ し た。
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第 1 1 節 778-782工区の調査

\、 '
\

I 
X • > i ,Bil 

ヽ I ------- ' \. 

1 . 概要

＼口＝
Fig . 1 2 9  778-782エ区 全体図 ( S  = 1 /300)  

778 782 1 ·. 区 は 、 筑後 ,u 人:'図 It J砧 'i: 大 ,;,;, ' I!. に 所 (1: す る 。 調 釦(11 f�t は 約 105m' で あ る ．、 こ の 淵ff. Iメ: か ら
は 111

1 初追 構 ら し さ 物 を 確必 し て し 、 た か 、 IY.J 1Jllj に 近接 し て し ヽ に 水跨 か ら の 水の流入や雨水に よ リ ヘ ド ロ が
柑（ ま り 、 1り検,' I I (I) IIぉ • は こ れ ら は 失 わ れ て い た 。 ，�,1,J ffは 11 ) J 29 I I に こ れ を 終 f し I..: .
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